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「創造的表現を活発にさせるための指導」

一 動 き の リ ズ ム―
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序 文

当園では ・幼児の創造性を開発するには ・「動きの リズム」がきわめて効果的であるとい う結

論をえたので,昭 和40年 以来 「動きの リズム」について討論と実験を重ねてきた。

この第一報を 「動きの リズム年間指導計画」として昭和41年3月 横田園長時代に公表 した。

本年はこの研究をふまえ,「 幼児の創造的表現を活発にするための指導」とい うテーマで整」し

た結果 ・第二報 として本論のような指導原理と指導技術を一応見出すことができた。

問題意識,研 究方法,研 究成果については,各 論で詳述されるので,こ こでは研究のアウトラ

インを明らかにし,本 論えの導入とするために,研 究概要をのべる。

私どもは討論の結果

国 幼児の創造意欲をひき出すには ・「創造意欲」が生まれるメカニズムを検討しなければなら

ないとい うことにな り,一 般論として,倉1蜷 心」をつぎのように把握した。

① 問題意識を持ち,知 識を蓄積したり,模 倣を行ったりする。

② 一定量の知識が蓄積されると新 しくえた知識と瞬間的に結合 して全く未開発の知識が引き

出される。

③ その新 らしい知識が他人から高 く評価されると創造の喜びが喚気される。

④ 創造の喜びは回を重ねるに従い創造意欲を育成する。

⑤ 創造意欲はつぎの創造をひき出す原動力になる。

実験 と討論をくり返えした結果

図 上記の心」過程に対応し,つ ぎの諸条件を段階をお って整備すれば,幼 児の創造的表現を活

発にすることができるとい う結論に到達した。

第一段階

第二段階

第三段階

工 発達 段階に対応 した基本的 な リズムをマスターさせ る。

2発 達段階に対応 した基本的 な動作を体得 させ る。

a自 然 ・社会現象に関する基本的 な知識を習得 させる。

4・ さまざまな リズムを与 え ・さまざまな 自然 ・社会現象 をか らだで模倣 して表

現 させることに より,豊 か なイマジネーシ ョンを育てる。

5未 知の歌 曲を与 え,感 じた こと,考 えたことを,リ ズ ムと動作,集 団 と個,

集 団と空間が調和するよ うに工夫 して表現 させる。

6各 自又はグルー プごとに批判 し,鑑 賞 させ,創 造する喜 びを持たせ る。

匿]以 上の方法の一般化を行ない幼稚園教育にたずさわる者ならば誰でも指導できる技術として

確立しなければならないと考え,つ ぎの資料集を作成した。
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工 奈良女子大学助教授 土谷 澄先生の御指導を頂き ・各年令毎に指導すべき 「動きのリズ

ム」の諸要素について,一 覧表を作成した。

之 リズムと動作の調和を訓練するために必要な伴奏用の リズム曲集を作 った。

a自 然,社 会に関する基礎知識を一貫的 ・総合的に与える為に必要な年間指導計画をたてた。

4効 果的な物語を創作して作曲し,奈 良女子大学助教授 地主忠雄先生の御指導を頂き前記

のリズム曲集に加えた。

53才 児,4才 児,5才 児について指導実践例を作成した。

0

以上は私どもの研究の概要でございます。

本論の内容 とともに一連の資料集について ・御批判,御 指導を頂きたいと存じます。

現在,わ が国は第二次文明社会か ら第三次文明社会えと漸移 しておりますが ・幼児達が中堅 と

して活躍する第三次文明社会では最も必要な人間のタイプは 「創造することのできる人間」では

ないかと存じます。

こんないみか ら私 どものささやかな研究が一人でも多 くの幼児の幸せにつながることが出来た

らとひたすらに念願しております。

奈良女子大学文学部附属幼稚園

幼年教育研究会会長

搏 松 静 江
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1研 究 の 過 程

1研 究 の 動 機

幼児は リズミカルに活動 しながら内在する感情や感動を表現 していく。この表現能力を高め

ることによって,自 己表現の巾を広げ,奥 行を深めて人間性を豊かにすることができる。

即ち,自 己を適切な方法で豊かに表現させることによって,情 緒も安定し,情 操が豊かにな

り,ま た幼児相互の感情の交流も円滑にな り,社 会性も陶治されるのである。

私たちは,「 動 きの リズム」指導において,幼 児の生活領域を広め,創 造的意欲を高め,表

現能力を育成して人格形成の基礎を培いたいと思 う。

教育要領 「音楽 リズム」の領域の「動きの ・,ズム」礪 する"ね らい"は,次 のようにあげ

られ ている。

囮 のα)の びのび と歩いた り,走 った り,と んだ りなどして,リ ズ ミカルな動 きを楽 しむ。

(3)曲 に 合わせ て歩いた り,走 った り,と んだ りする。

(41歌 や 曲をか らだの動きで表現する。

㈲ 動物や乗 り物な どの動きをまねて,か らだで表現す る。

(7)友 だ ちの リズ ミカルな動きを見て楽 しむ。

[到のω 感 じたこと,考 えた ことを 自由にか らだで表現する。

(5)友 だちとい っしょに感 じたこと,考 えたことをくふ うして歌や楽器やか らだで表現す

る。

などの事項 が主と して 「動 きの リズム 」のね らいと思われ るが,そ の指導 内容や指導段階は,

明 らかに され ていない。

幼児の動 きの表現を活発にするには,幼 児の生活経験 を豊かに し,模 倣,即 興的表現 を助長

し,の びのび と動 きの リズムを楽しませ,感 じたままをか らだで表現 させることが大切 である

し,ま た リズム的感受性 を豊かにし表 現技術の基礎的要素 を習得させ ることに よって,一 層表

現を活発にす ることができる。更にそれ らは,年 令 的に発達段階にそ って,系 統 的に指導する

と,無 理 な く習 得してい くはず であると考 えた。

そこで私 たちは,昭 和40年 度 か ら「動 きの リズム」において,「 創造的表現を活発にする

ためには,ど の よ うに指導すれば よいか 」とい う課題 を掲げ,幼 児の表現の実態を知 り,指 導

内容 を検討 し,指 導方法を探究 してきた。

次に研究の経過をあげ るo
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2研 究 の 経 過

昭和40年 度

(D過 去1年 間に実践した「動きのリズム」の指導内容を検討し,再 編成した。

① ねらいを検討する

当園の年間指導計画の中か ら,「 動きの リズム」に関する経験や活動を抽出し,教 育要

領の「動きの リズム」のねらいにもとついて検討した。

② 幼児の表現に見られる動きを分析し,下 記の要素について指導段階を検討 した。

a主 な動き

・その場の動き(投 げる 押す つ く ころがる 振 る たた く など)

・移 動(歩 く 走る とぶ など)

bリ ズ ム

・パター ン(一 一連の動きの時間的間隔で,例 えばJJ ,∫ 〕 」 など)

・強弱,高 低,速 度

c空 間の使い方(方 向の変化,上 下の動き,集 散の移動 個,群,隊 など)

③ 上記の要素に もとついて指導計画 を再編 成 した。編成に当 っでは次の項 目に分けた。

a幼 児の活動b主 な動きcり ズ ムd空 間の使い方

eね らいf指 導上の留意事項g資 料

(難ll蕪 灘 騨)
(2)基 礎的指導について研究した

創造的表現を活発にするための指導を前提として,各 年会におげる基礎的指導課程を作成

し,指 導方法を研究 し実践した。(昭 和41年3月26日 研究発表)

昭和41年 度

(1)動 きの リズムにおける幼児の実態調査

40年 度の指導計画にもとついて,幼 児の発達段階と,指 導内容を再検討するために次の

項 目について,実 態調査を行なった。

a基 礎的なからだの動き 一 主な動き,バ ターン,強 弱,速 度,高 低,空 間の使い方

b模 倣動作c創 作的表現

② 幼児の表現を助長するための伴奏曲を作曲した。

(3)創 造 的 表 現を活発にするため,指 導法についての研究をし,指 導計画の反省,評 価をし
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た◎

昭和42年 度

(1)41年 度の実態調査の整理と考察を した・(昭 和42年 度研究紀要1昭 和43年2月 発

行)

ω4・ 鞍 に引きっづき"創 造的表現を活発にするための鱒
"に ついて実践し 発表する。

(昭和42年 度研究紀要1昭 和43年2月 発行)

㈲ 動きのリズムの伴奏曲を,既 成の曲の中から選択し,編 集するとともに当園作曲の伴奏曲

とその活用方法をまとめて編集した。

(「動きの リズム」参考曲編 昭和42年11月 発行)

(昭和42年 度研究紀要 Ⅲ 「動きの リズム」作曲編 昭和43年2月 発行)
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Ⅲ 動 きの リズムにおける幼児の実態調査報告

1目 的

音楽 リズムにおける動きの表現は音楽的感覚と密接な関係がある。即ち音楽的感覚が動きの

表現を助長し,ま た動きに表現することによって音楽的感覚を伸ばすことができるのである。

早期に学習させる方が効果があるといわれる音楽的感覚の訓練についてもその指導にあたって

はその内容や時期 ・指導の順序が発達段階に即していることが望ましい。まして動きの表現に

おいては幼児の身体諸機能の発達の度合に応じた系統的な指導が必要である。そこで動きの リ

ズムの指導上の問題を次のように考えた。

(1)幼 児の成長の過程にあらわれる動きの姿はどのようなものであるか。

(2)年 令別の発達段階に即した動きの標準はどのようであるか。

(3)上 記の2項 から当園動ぎの リズム年間指導計画(40年 度作成)は 適切であるか。

これ らの問題点を究明するために次のような予想をたてて調査をした。

(1)動 きの リズムは特に個人差が大きいと思われるが年令相応の標準を把握することができる

はずである。

(2)意 図的な経験のつみかさねによって効果があが り,ま た2年 保育と3年 保育との差があら

われるはずである。

(3)動 きの リズムにおいて男女差がみられるであろ うか。

2方 法

(1)調 査問題

当園昭和40年 度発行 「動きの リズム年間指導計画」の指導内容を参照し 「主な動き」 「

リズムパターン」 「強弱 ・高低 ・速慶」 「空間の使い方」の各項目ごとに5問 題を次の基準

によって選んだ。

イ.年 令に適したもの

ロ.多 面的でかたよりのないもの

へ 年間をとおして系統的なもの

調査にあたって次の配慮をした。

イ.小 学校低学年音楽教育にあらわれる リズムパターンを参照した。

ロ.年 令に適した説明の言語的表現を考慮した。

へ 予備調査を行ない,調 査の方法その他について吟味 した。
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調 査 実 施 上 の 留 意 点

男女別に5名 ずつ検査する。

被検者と検査者の位置は図の通 りとする。

⑨ ⑨ ⑨ ⑨
約1〃z

l約3〃2

δ

約1卿 間隔に5個 の 円をえが き ・その中に被検者を立たせる・

3調 査は,伴 奏者 と説明者 の2人 で実施する。

伴素は,普 通 の速 さをメ トロノーム120位 とする。

各年令 とも,開 始 にあた って次のよ うに説明す る。

「これか ら先生 とみ なさんで,手 をたたいた り,歩 いた りして遊びま しよう。先生

がす るときには よく見てい ましょ う。は じめは見ているだけですよ。先生が1「はい 四

と言 ってか ら,み なさんが しましょう」

採 占 法

幼児の活動欄に示 してある呼間内において規定の動作 があらわれた者は○ ・あらわ

れない者は ×とす る。
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調査 問題 い

動 き の リ ズ ム 調 査

主 な 動 き

拍 手

両 足 と び

歩 く

走 る

は う

(模 放 動 作)

リ ズ ム パ タ ン

①JJ∂

手

説 明

「は じめに先生が手をたたきますか ら,よ く見ていましよう。は じ

めは見てい るだけですよ。先生が"は い"と 言 ってか らみなさんが

するのです よ。では よく見ていましょ う」

一 示 範 一

「こん どは みなさんが手 をたたいて ごらんなさい」,「 はい」

「また 先生のす るのを見ていま しょ う」

一 示 範 一

「こん どは みなさんでとんでごらんなさい」 「はい」

「次は先生が歩 きますか らよ く見てい ましょ う」

一 示 範 一

「みなさんも好 きな所へ歩いていきましょう」 「はい」

「こん どは 先生が走 りますか ら見ていましょ う」

一 示 範 一

「ではみ な塔 んも好きな所へ走 って ごらんなさい」 「はい」

「こん どは先生のまねをして,か めにな りましょう」

「は じめは先生 だけでしますか ら見ていて くだ さい」

一 示 範 一

「では先生 といっしょにみなさんもllか めmに な っては ってみ まし

ょ う」 「はい」

説 明

「先生が手 をたたきますか らよ く見てい ましょう。は じめは見てい

るだけですよ」

一 示 範 一

「では こん どは音 をよ く聞いてみなさんが手 をたたきましょう」

「はい」
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問題 (3才 用)

示 範

呼 間

4

4

8

8

4

動 き

拍手してみせる

(4回)

両足とび1拍1動 作を

4回 みせる

自由方向へ歩し～てみぜ

る

自由方向へ走ってみせ

る

両手,両 ひ ざをついて

は ってみせ る

示 範

・呼 間

8

動 き

パター ンどお り,拍 手

してみせる(2回)

幼 児 の 活 動

呼 間

■2

12

24

24

12

動 き

たいこを聞きながら手

をたたく

両足とびをする

自由方向

自由方向へ歩 く

自由方向へ走る

先生の動作をまねては

う

幼 児 の 活 動

呼 間

24

動 き

拍子木の音に合わせて

手をたたく
パターン6回

伴 奏

たいこ

たい こ

たい こ

`た い こ

たい こ

伴 奏

拍子木

備 考

たいこの速度に合わな

くて もよい。

同 上

同 上

同 上

同 上

備 考

パターンどおり拍子木

を打つ6回

}
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リ ズ ム パ タ ン

足

②JJ/JJJJ

手

足

③ ∂

手

足

④ ゴ 」

手

足

説 明

「こんどは先生が歩 きますか ら,歩 き方を よく見ていて ください」

一 示 範 一一

「ではみなさん も音 をよく聞いて ・音の とおり 歩 きましよう」

「はい」

「また先生が 手 をたたきますか ら,よ く見てい ましょう」

一 示 範 一,

「ではみなさんも音に合わせて手をたたきましょう」 「はい」

上 に 準 じる

「また先生が手をたたきますか ら ・よく見 ていましょう」

一 示 範 一

「ではみなさんもよ く音 を聞いて宇をだた きましょ う」 「はい」

上 に 準 じる

「先生が手をたたきますから,よ く見ていてぐださい」

一 示 範 一

r強い音のときには強 く手をたたき,弱 い音のときには弱 く手をた

たきましたね」

「ではみなさん も ・よ く聞いて 』音 に合わせて手 をたたきましよう」

「はい」

上 に 準 じる
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示 範

呼 間

8

16

16

8

8

8

8

動 き

パター ンどお り歩い て

みせる(2回)

パ ター ンどおり拍手 し

てみせる(2回)

パ ター ンに合わせて歩

いてみせる(2回)

パ ター ンこお り拍手 し

てみせ る(4回)

パ ターンどお り歩いて

みせる(4回)

うン

凋 のパタ_ン で拍

手 してみせる(4回)

ひ

JJの パターンで歩

いてみせ る(4回)

幼 児 の 活 動

呼 間

24

32

32

24

2.4

24

24

動 き

拍子木の音に合わせて

歩 く
パターン6回

拍子木の音に合わせて
歩 く
パターン4回

拍子木の音に合わせて

歩く
パターン4回

拍子木の音に合わせて

手をたたく
パターン12回

拍子木の音に合わせて

歩く
パターン12回

たいこの強弱に合わせ

て手をたたく
パタ_ン12回

たい この強弱に合わせ

て歩 く

パターン12回

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

たい こ

たい こ

備 考

パ ターンどお り拍子木

を打つ

同 上

同 上

同 上

同 上

弱拍部は小たいこのわ

く打ちをする

同 上
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リ ズ ム パ タ ン

⑤ 月 ∫〕」「コ

手

足

強弱 ・高低 ・速度

ア ク セ ン ト

普 強

普 速

説 明

「先生が手 をたたきますか ら,よ く見ていま しょう」

一 示 範 一

「みなさんも音に合わせてたたいてみ ましょう」

上 に準 じ る

説 明

普通の強 ざの音 を聞かせなが ら

「今な ってい る音は,普 通の強さの音でずよ。 この音が なうてい る

間は手 をたた ぎましょう。そ して(強 い音 を1拍 たたぎ)こ んな強

い音 がな った ら,手 を頭へのせま しよ う。わか りましたか」

「ではよ く音 を聞 きながら手をたたきま しよう 。強い音がな った ら

手を頭へのせるのですよ」 「はい」

「たいこをたたきますからよく聞きましょう。(普 通の強きの音を

8呼 間聞かせる)今 なっているのは普通の音です」

「次に強い音がなりますよ・(強 い音を8呼 間聞かせる)今 のは強

い音です」

「普通の音のとぎには普通に歩いて,強 い音になったら力をいれて

強 く歩きましょう」

「では,音 をよく聞いて歩いてごらんなさい」 「はい」

普 一 強に準じる
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示 範

呼 間

8

8

動 ぎ

パ ターンどお り拍手 し

てみせ る(2回)

パ ターンどお り歩いて

みせる(2回)

示 範

呼 間

16

16

動 き

たいこのわ く打ちを8

呼間して聞かせる。

泳 に韓い音を1拍 なら
して聞かせる。

たい こを,普 通 の強さ

で8呼 間,強 い音で8

呼 間聞かぜる。

普通の速さと,速 い音

を8呼 間づっ聞かせる。

幼 児 の 活 動

呼 間

24

24

動 き

拍子本の音に合わせて

手をたたく
パターン8回

拍子木の音に合わせて

歩 く
パターンB回'

幼 児 の 活 動

呼 間

48

48

動 き

たいこわ く打ちを聞き

ながら拍手し・強い音

が塗ったう手を頭への
せ る。

(3回 くりか えす)

8呼 間普通た歩き,次

の8呼 間は強 く歩 く。

(3回 くりかえす)

自由方向

8呼 間普通に歩ぎ,次

の8呼 間速 く歩 く9

(3回 くりかえす)

自由方向

伴 奏

拍子木

拍子木

伴 奏

たい こ

たいこ

たい こ

備 考

パ ター ンどお り拍子木

を打つ。

同 上

備 考

たい こで

」お ねJJJ
ら

」 き 茎 き を3回 く
を

りカ・えしヤ=打っ。

≧ はきわめてつ よ く。

普通の強 きの音 で8呼

間,強 い音で8呼 間 な

らし,こ れ を3回 くり

か えす。

速い音は,普 通の速度

(120)の2倍 くらい

にする。
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強弱 ・高低 ・速度

普 高

普 低

空 間 の 使 い 方

自由方向へ移動

前 進 ・後 進

ま る く 歩 く

う ず く ま る

説 明

中央ハ音 を8呼 間聞かせ なが ら

「今 なってい る音は,普 通の音です よ。 よく聞 きま しょ う」

「こん どは高い音が あ ります よ」

(ハ 音 を8呼 間聞かせなが ら)

「普通の音の ときは普通に歩いて,高 い音 がな った ら手 を高 くあげ

て,で きるだけ背のびして歩 きま しよう」

「はい,歩 きましよう」

普 一 高に準じる

(低 い音はぐとすること)

説 明

「こん どは,お 友だちにぶつか らないよ うに気 をつけて,好 きな所

へ歩 きましょう」

「はい」

「今,み なさんは前を向いていますね。は じめは前 をむいて歩 きま

しょ う。そ して先生が1「うしろへ歩きましょ うllと 言 ったら うしろ

へ歩 きましょう」

「では,は じめは前へ歩 きましよう」

「はい」

「みんなの前に,い すがおいてあ りますね」

「そのいすのまわ りを歩いてみましょう」

「はい」

「こん どはその場で しゃがんでできるだけか らだを小さ くまるくし

てみま しょ う」

「はい」
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示 範

呼 間

16

16

動 き

中央ハ音を8呼 間
ノ・音を8呼 間ひいて

聞かせる

中央バ音を8呼 間
は音を8呼 間ひいて聞

かせる。

示 範

呼 間 動 き

な し

な し

な し

な し

幼 児 の 動 き

呼 間

48

48

動 き

8呼 間普 通に歩 き,次

の8呼 間は手を高 くあ

げて歩 く。

(3回 くりかえす)

自由方 向

8呼 間は普通に歩き,

次の8呼 間は背を低 く

して歩く。

(3回 くりかえす)

自由方向

幼 児 の 活 動

呼 間

48

48

12

動 き

たい こに合わせて,自

由方向に歩 く。

8呼 間前進,次 の合図

で8呼 間後進をおこな

う。

(3回 くりかえす)

いすのまわ りを歩いて

まわ る。

(12呼 間)

うず くまる

伴 奏

ピアノ

ピア ノ

伴 奏

たい こ

たい こ

たいこ

な し

備 考

備 考

たいこを,普 通 の速 さ

で48呼 間 ならす。

8呼 間歩 いたら
冒1うしろへ歩 きましょ

う旧1前 へ歩 きましょ

う"と 合図をす る。

各幼児の立 ってい る前

に1つ づついすをお く。
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空 間 の 使 い 方

自分の場所を知る

説

「たい この音 に合わせて好きな所へ歩 いてい って,た いこの音 がと

ま った ら今,立 ってい る円の中へ帰 りましょ う」

「では ・好きな所へ歩いてい ってごらんなさい」

「はい」

調査問題 ろ

動 ぎ の リズ ム 調 査

主 な 動 き

片 足 と び

ス キ ツ プ

押 す

(模 倣 動 作)

説 、 明

「先生のす るのをみていて くださし匂

一 刀く

「みなさんもしましょう」

「はい」

「こん どは反対の足で とびましょう」

範 一

「はい」

「また先生がするの を見ていま し墨う」

一 示 範 一

「こんどはみなさんが しましよ う」

「はい」

「先生のするのを見てい1てください。大 きな荷物を車 に積んで ・坂

道 を押 しで登 ります」

一 示 範 一

「こんどはみな さんも先生のを よく見てい っしょに しましタう」

「はい」
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示 範

呼 間 動 き

な し

幼 児 の 活 動

呼 間

12

動 き

たい このな ってい る間

自由方 向に歩き ・たい ・

この音 が とまったら ・

自分の円に もどる・

伴 奏 備 考

たい こを12呼 間な ら

して音を止 める。

問題 (4才 用)

示 範

呼 間

4

8

4

動 き

片足 とび4回 してみせ

る。

足を交代することは示 』

範 しない。

自由方向ヘスキ ップを

してみせ る。、

歩きながら腕を前へ1

拍1動 作で曲げのぱし
て見せる 「よいしょ」.

のかけ声をかけながら

動作する。'

幼児に教師の動作を見

せながら幼児とともに

動作する。

幼 児 の 活 動

呼 間

8

8

16

12

動 き

片足とびをする

8回

・もう一方の足 で片足 と

びをす る

8回

スキップをする

自由方向

教師の動作をまねて動

作する。

押す動作12回

伴 奏

たいこ

たい こ

たい こ

備 考

一方で片足 とびを8回

した ら,他 の足 でっづ

けて片足 とびをす るよ

う言葉 をかけ る。
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主 な 動 き

投 げ る

(即 興 表 現)

ふ る

(創 作的表現)

リ ズ ム パ タ ン

①JJJ

手

足

　
②JJJ

手

説 明

「ま りを遠 くへ投げるまね をしましょ う。先生は しませんか ら,自

分で考 えて投 げましよう」

「1・2・3は い」

「先生のお話をよ く聞いて,動 き方 を考えましょ う」

「さあ話 します」

「おなか のすいたぞ うさんがおい しい ごちそ うがないかな とあち こ

ち探 していました。

"お や
,お い しそ うなバナナがあるぞllぞ うさんは喜んで食べ

ました」

「おなかのすいたぞ うさんは どんなか っこうで鼻をふ るで しょう。

またごちそ うをみつけて喜 んだ,ぞ うさんは どんなか っこうで鼻 を

ふ るで しよう」

「今の話 のぞ うさんにな って動いてみ ましょう」

「は じめはおなかのすいた老 うさんになって歩 きま しょ う。はい」

(幼 児の動作が表 らわれたら次の指示をする)

「おや1お いしそ うなバナナをみつけて喜んでいますよ」

説 明

「先生が手 をたたきますか ら,よ く見ていま しょ う。は じめは見て

いるだけです よ」

一 示 範 一

「さあ,み なさんが手をたたきま しょう」 「はい」

「先生が歩 きますか ら,よ く見ていましょう」

一 示 範 一

「さあ みなさんが歩 きましょ う」

「はい」

「先生が手 をたたきますか ら,よ く見ていま しよ う」

一 示 範 一

「みなさんも手をたたきましょう」

「はい」
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示 範

呼 間

な し

な し

動 き

な し

な し

示 範

呼 間

8

8

6

動 き

パ ターンどお り手 をた

たいてみせ る。 ,

2回

パ ターン どお り歩いて

みせる。2回

パ ターン どお り手 をた

たいてみせ る。

パターン2回

幼 児 の 活 動

呼 間

な し

な し

動 き

ま りを遠 くへ投げ る動

作を1回 す る。

話をきいてその感 じを

動作で表現する。

幼 児 の 活 動

呼 間

24

24

18

動 き

拍子木の音に合わせて

手をたたく。
パターン6回

拍子木の音に合わせ て

歩 く。

パ ター ン6回

拍子木の音に合わせ て

手をたた く。

パ ターン6回

伴 奏

な し

な し

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

備 考

30秒 以内に遠 くへ投

げる動作を表現したら

○ とする。

検査 は1名 つつ行 な う。

1分以内に動作を開始

し,お なかのすいたぞ

うとバナナをみつけて

喜んだぞうの鼻の振 り

方に差が見られれば○
とする。

備 考

ン

拍子木で 刀 」を明

確に打つ
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リ ズ ム パ タ ン

足

〆㊨

JJJJ∂ 」

手

足

④刀 刀 刀 刀 川 」

手

足

⑤月"月 届 ∂、

手

足

説 明

上 に 準 じる

「先生が手 をたたきますか ら,よ く見てい ましよう」

一 示 範 一

「さあ みなさんが手 をたたきましょう」 「はい」

上 に 準 じ る

「先生が手をたた きますか ら,よ ぐ見ていましょう」

一 示 範 一

「さあ み なさんが手をたたきま しょ う」

「はい」

「先生のす るのをよ く見てい ましょう」

一 示 範 一

「ではみなさん も動いてみましま う」

「はい」

「先生が手 をたたきますか ら,よ く見ていま しょ う」

一 示 範 一

「さあ 婆 なさんが手をたたきましょう」

「はい」

「先生のするのを よく見1(い て ください」

一 示 範 一

「音 をよくきいてみなさん も動いてみましょ う」

「はい」
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示 範

呼 間

6

16

16'

16

16

16

16

動 き

パ ター ンどお り歩 いて

自由方向へ歩いて見せ

る。2回

パ ター ンどお り手をた

たいて見せる。2回

パターン どお り自由方

向へ歩いてみぜる・

2回

パター ンどお り手 をた

たいて見せ る。

2回

パ ターンどお り4拍 走

り,4拍 歩 いて見せ る

パター ン2回

自由方向

パ ターン どお り手をた

たいて見せ る。

2回

4拍 スキ ツプつ ぎに2

拍1動 作で2歩 ある く・

以上の動作を2回 くり

返 して見せ る。

自由方 向

幼 児 の 活 動

呼 間

18

48

48

48

48

48

48

動 き

拍子木の音に合わせて

歩 く。

パ ターン6回

自由方向

拍子木の音に合わせて

手をたたく
パターン6回

拍子木の音に合わせて

歩く。
パターン6回

自由方向

拍子木の音に合わせて

手をたた く
パターン6回

拍子木の音に合わせて

歩 く
パターン6回

自由方向

拍子本の音に合わせて

手をたたく
パターン6回

拍子木の音 に合わせて

示範 と同じ動作 を,6

回 ぐり返す。 一

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

備 考

幼児の手拍子が付点音

符を正確に打 っている

か注意して見る。

スキツブが4回 正確に

できてか ら次の動作に

移行しているか注意し
て見る。
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強弱 ・高低 ・速度

ア ク セ ン ト

普 高

だ んだ ん 強 く

だ ん だ ん高 く

だ んだ ん 速 く

説 明

「これか ら強い音 と弱い音をな らします」

強い音 を4拍 聞かせ る。

「これは強い音 です。強い音がな ってい る間は手をたたきます」

・「つ ぎは弱い音です」

弱い音 を4拍 聞かせる。

「弱い音 のなっている間は,肩 をたたきましょう」

「では音 をよ く聞いてして ごらんなさい」 「はい」

中央ハの音を聞かせる。

「これは普通の高さの音です。普通の高さの音がなっている時は普

通に歩きます」

ノ・の音を聞かせる。

「これは高い音です。高い音がなったら手をあげて,つ ま先だちで

歩きましょう」 「はい」

「たいこの音を聞きましよう」

音 を聞かせなが ら

「弱い音か らだんだん強 くな っているでしょ う」

「は じめは弱 く手をたたいて,音 に合わせながら,だ んだん強 く手

をたた きま しょ う」 「はい」

「みなさん しゃがんで音を聞きましょう」

音 を聞かせながら

「音 がだんだん高 くなっていますね」

「みなさんは音 をよくぎいて,音 がだんだん高 くなった ら,だ んだ

んか らだを伸ばして高 くしま しょう」

「はい」

「音 をよ く聞 きましょう」

音 を聞かせなが ら

「音がだんだん速 くな っていますね」

「では音 をよく聞 きながら,は じめはゆ っくり歩 き,音 がだんだん

速 くな ったらみなさんもだんだん早 く歩 きましょう」
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示 範

呼 間

な し

8

12

12

24

動 き

たい こで強い音,弱 い

音 を聞かせ る。
き あ エ 　

」 ノJJ一 強 く

JJJJ一 弱 く

中央ハ音4拍 聞かせ る。

ノ・音 を4拍 聞かせる。

'た
いこを12呼 間の間

に弱 くか らだんだん強

くならして聞かせ る。

12呼 間に ピアノのは

音か らノ・音 まで順次高

くなるよ うにひいて聞

かせ る。

遅 を メ トロノーム80

速 をメトロノーム208

くらい として24呼 間

にだんだん速い感 じを

出すよ うにたい こを打

って聞かせ る。

幼 児 の 活 動

呼 間

24

24

12呼間

を3回

12呼 間

を3回

くり返

す

24呼間

を3回

動 き

たいこの強弱に合わせ

て

万 万 は拍手,
JJJJは 自分の

肩 をたた く。

以上3回 くり返す。

ピアノの普一高の音に

合わせて

普 一4拍 歩 く

高 一4拍 手を上にあ

げてつま先き歩きの動

作を3回 くり返す。

音に合わせて12呼 間

弱 く`強
に手をたたく

以上を3回 くり返す

ピアノの4オ クタ_ブ

の 低 く=高 を

闘いてしやがむ動作か

ら順次からだをのばし

最高の音の時に手を上
にあげ,せ のびするよう

にしてできるだけか ら

だで高 く表現する。

3回 くり返す。

は じめはゆ っくり歩 き

音 が速 くなるに従 って

だんだん速 く歩 く。

伴 奏

たい こ

ピアノ

たい こ

ピアノ

たい こ

備 考

たいこを

ゴ∫ココJJJJ

とな らし,3回 くり返

す。

ピア!伴 奏は中央ハ4

拍,ノ ・を4拍 弾 きそれ

を3回 くり返す8

通常聞かせている音を

普通の強さとして

弱 く 強
を表わすようにたいこ

をならす。

だんだん速い感 じが表

現されていれば○ とす
る。
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空 間 の 使 い 方

左 右 へ 移 動

円周に沿って走る

方 向 転 換

蛇 行

説 明

「A先 生の方へ顔 もか らだ もむけたままB先 生 の方へ歩 いてい きま

しよう」

「はい」

「もう1度,A先 生 の方へむいたまま,B先 生の方へ歩 いてい きま

しよう」 「はい」

「ここに 円が書いてあ りますね。この円の好 きな所へ立ちま しょ う」

円周線上に立たせる。

「みんな同じオ を向きましょ う」

「この白い線の上を走 りましょう

「はい」

「好ぎな方へ歩いてい って途中でたい ごが ドン(た い こを1拍 なら

す)と な った ら違 う方 へ向 うて歩 きましよう」 「はい」

「ここに並びま しょ う」蛇行線の出発点に5名 を並 ばせ る。

「この線か ら落 ちない ように歩 きましょう。○○さんか らですよ」

「はい」
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示 範

呼 間 動 き

B先 生の位置を指さし

て知 らせる。

B先 生は第1回 は幼児

の左方に第2回 目は右

方に立つ。

直径3吻 の円を書 き,

円周上に適当に間隔を

保 って5名 の幼児を立

たせ,同 一方 向にむけ

る。

な し

ぞ アぞ

・コ

瑛 、{

還$
鷺§

し「
到
着
点

幼 児 の 活 動

呼 間

32

動 き

A先 生の方へむいてB

先生の方へ横歩きで左

へ進み,つ ぎに右へ進

む。

円周上 を走 って3周 す

る。

自由方向へ歩きたいこ

の音の合図で方向転i換

して歩 く。

蛇行線に沿ρズ線の始

めか ら終 りまで歩く。

伴 奏

たい こ

たい こ

たい こ

備 考

教師の位置

第1回

BQA先 生

先 ←

㌔)翫 翫
第2回

QA先 生
→

幼 児

606()6

B

先

生
一〇

◎
ほぼ円周に沿って走れ

ば○ とする。

幼児が歩 く呼数をみて

8拍 目ごとにたいこを

ならす。

ひ とりずつ歩かせ る。

ほぼ線に沿 って歩けば

○ とす る。
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調査問題 は

動 き の リズ ム 調 査

主 な 動 き

前 け り

ホ ツ プ

か らだの 屈 伸

(模 倣)

た た く

(即 興)

引 く

(創 作)

説 明

「先生が始めに前け りをしますか らよく見ていましよ う。は じめは

見ているだけです よ。はい と言 ったらみなさん もしましよう。」

一 示

「はい」

範 一

「ホ ップをします。 よく見ていま しょ う。はい と言 ったらみなさん

もしましよケ。」

一 示

「はい」

範 一

「またよく見ていましょ う」

一 示 範 一

「ではみなさんもや ってご らんなさい。はい」

「手や肩やか らだの好 きな ところを自由にたたいてみま しよ う。た

た くところをいろいろとか えてたたいてごらんなさい」

「はい」

「ねずみ さんがお もちをみつけました。 「おい しいそ 』と言 ってお

家へ もって帰 ろ うとしましたがなかなか動 きませ ん。重いお もちを

ひ っは って も動かないよ うす をしましょう。はい」

「そ こへお父さんねずみがや ってきて 「どれ どれ私がひ っぱってみ

よ う」と言 ってひ っぱ りました。お父さんねずみは力が強 いのでお

家へひ っばって帰 ることがで きま した。さあ,お 父 さんねずみにな

って重いお もちをひ っぱ ってい くよ うすをしましょう。はい」

星
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内容 (5才 用)

示 範

呼 間

8

8

8

動 き

前けりを

1拍1動 作でする

ホ ップをしてみせ る

鞭
左図の

動作を

2拍1

動作で

してみ

せる。

な し

幼 児 の 活 動

呼 間

24

24

24

24

動 き

前けりを自由方向にす

る。

ホ ップを自由方 向にす

る。

からだの屈伸をする

肩や胸などの各部を

たたく。

ねずみにな って表現

する。

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

備 考

30秒 以 内に動作 を開

始 し動か ない ものをカ

い っぱいひ く。

重いが動 くものを力い

っぱいひ く。

この2つ の差を表現す

れば○ とす る。
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ツ ズ ム パ タ
ン

①」 刀 ∂

手

足

6月 。り 」
手

足

③∫りJつ 」コ万 ○
手

足

④JJJ.♪
手

足

⑤ 」 ∂

」2JJ

強弱 ・高低 ・遠度

　

JJ.」

説 明

「先生が手 をたたきます よ。 よ く見てい ましょう

だけです よ。1‡いと言 った ら始めま しょ う。」

一 示 箪 一

「はい」

始 めは見ている

「先生が歩 きます,よ く見てい ましょう。見てい るだけです よ」

一 示 範 一

「はい」

「こん どは こんなたたき方です よ。 よくみていま しよ う」

一 示 範 一

「はい」

「こん どは こんな歩き方です よ。よ くみていましょう」

一 示 範 一

「はい」

「こんどはこんなたたき方 です よ。`よ ぐ見そい ましょう」

一 示 範 一 「はい」

上に準じる

「こん どは こんなたたき方ですよ。 よく見ていま しょ う」

一 宗5範 一 「はい」

上 に準じる

「歩きながら手を動かしますから先生の動作をよくみて1、ξしよう」

一 示 範 一

「はい」

説 明

「たい この音 キよくききま しょ う」音 を聞かせなが ら 「強い音 と弱

い音が ありま したね。強い音 の時は強 く,弱 い音の時 は弱 く歩 きま

しょう」

「はい」
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示 範

呼 間

8

8

8

8

16

16

8

8

8

動 き

パ ターン通 り拍手 して

みせる。2回

パ ターン通 り歩いてみ

せ る。2回

パ ターン通 り拍手 して

みせる。2回

パ ターン通 り歩いてみ

せ る62回

パ ター ン通 り拍手 して

みせる。2回

上に準じる

パター ン通 り拍手 して

みせる。2回

上に準じる

董lllか 囎
で動作 をしてみせ る。

2回

示 範

呼 間

8

動 き

たいこの音 を聞かせる。

幼 児 の 活 動

呼 間

24

24

24

24

24

24

24

24

24

動 き

拍子木にあわせて手を

たたくQ6回

拍子木にあわせて歩 く

6回

拍子木にあわせて手を

たたく。

拍子木にあわせて歩 く

6回

挿子木にあわせて手を
たた く。3回

に せて

口

拍子木にあわせて手を

たたく。6回

上に準じる6回

ピアノにあわせて,手

を動か しなが ら歩 く。

幼 児 の 活 動

呼 間

16

動 き

アクセン トを とらえな

が ら自由方向に歩 く。

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

拍子木

ピア ノ

伴 奏

たい こ

備 考

拍子木はパ ターン通 り

うつ

ピアノは

翻 」か の伴
奏 をする。

備 考

一29一



強弱 ・高低 ・速度

だ んだ ん 高 く

だ ん だ ん低 く

だ ん だ ん強 く

だ ん だ ん 弱 く

だ ん だ ん 速 く

だん だ ん遅 く

複合 のアクセン ト

空 間 の 使 い 方

靹廻転 の移動

斜 め へ の 移動

群 の 移 動

説 明

「みなさんしやがんで音 を聞 きましよ う」音 を聞かせ なが ら 「低い

音か らだんだん高 くな っていますね。み なさんは音 をよ く聞いて音

が だんだん高 くな ったら,だ んだんか らだを伸ば し,だ んだん低 く

た った らだんだんか らだ を低 くしま しよ う」

「はい」

「たい この音 をよく聞きましょう」音 を聞かせなが ら 「弱い音 か ら

だんだん強 くなっているでしょう。音 をよ く聞きなが ら弱い音 の と

ぎは弱 く,だ んだん強 くなった らだんだん強 く歩 きましょう」

「はい」

「たいこの音 をよ く聞きましょう」 一 たい こ

「だんだん速 くな りそ してまただんだんおそ くな ってい きま したね。

音にあわせてだんだん速 く歩いた り,お そ く歩いた りしま しょう」

「はい」

「たい この音 をよく聞きましょう」音を蘭かせ る。

「強い音 がなか ったら手を叩きましょう。弱い音 の時は手をたたか

ない で聞いて ください」

「はい」

説 明

「こまにな って くるくるまわ りましよう」

「はい」

「それ では こまにな って廻 りながら ・好 きな所へ行 きま しよう」

「はい」

「ここへい らっしゃい」(集 合)

こ こから向 うの隅へ向 って歩きましょ う。

「は とがみ んな とい っしょに豆を食べにいきました。ひ とりで先に

い くと豆がな くなって しまいますか ら,仲 よ くかたまって とんでい

きましょう。豆は向 うにあ ります。はい」
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示 範

呼 間

24

32

32

36

動 き

12呼 間にヒケノのは 音

か らノ・音まで順次高 く

なるよ うに聞きハ音か

らは音 まで順次 さげて

聞かせ る。

たい こを32呼 問 に弱

くか らだんだん強 くな

らして聞かせる。

遅80一 速度180く

らい とし16呼 間に漸

次速い感 じがでるよ う

に打ち,続 いて同様に

だんだん遅 く打つ。

4拍 子,3拍 子,2拍

子 の第1拍 にアクセン

トをつけ,各 拍子4回

ずつ を連続 に打 って聞

かせ る。

示 範

呼 間 動 き

な し

な し

な し

幼 児 の 活 動

呼 間

24

64

64

36

動 き

最初 は しゃがみ,そ の

場 でだんだんたちあが

り,ま たしゃがむ。

以上2回 くりか えす。

たい この音に反応 し ・

自由方向へ弱 くか らだ

んだん強 く,ま ただん

だん弱 く歩 く。

自由方向へ速度をか え

なが ら歩 く。32呼 間

を2度 くり返す。

たいこの音 のアクセン

トに反応 して手をたた

く。

幼 児 の 活 動

呼 閲

8

16

動 き

音にあわせて軸廻転を

する。

音にあわせて軸廻転め

移動をしながら自由方

向へ動 く。

各幼児ひとりつっ順に

歩 く。

5人群になって場を移

動する。

伴 奏

ピアノ

たいこ

たいこ

たい こ

伴 奏

拍子木

拍子木

拍子木

備 考

低い音 でにしゃがみ音

の感じをとらえてノ・音

で両手をあげ伸びあが

る動作を表現すれば○

とする。

通常聞かせている音を

普趙の強さとして

弱く 強〉 弱

を表わすようにたいこ

をならす。

だんだん速 く,だ んだ

ん遅 くの感 じをとらえ

て表現できれば○

各拍子 のアクセン トの

3回 目に反応を示 した

ら○ とす る。

備 考

∫丁刀 ∫丁丁⊃
の リズムで8呼 間 うつ

上の リズムで16呼 間

うつ

集

合

＼
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線にな った り円になった り

す る

1列 横 隊 の 前進 後 進

「ここへ たてに1列 にな らびな さい。 ならんで歩 きま しょ う。先頭

の人は好 きな所へ行 きなさい。はい」線にな って歩 く。

「こん どは歩 きなが ら円をつ くりま しょ う」

「横にな らんでみま しょ う。横にな らんだままでみんな揃 って前へ

歩 きましょう」

「こんどはそのままで後へ歩 きましょう」

(2)実 施 条件

イ.被 検 者

ロ.時

ハ.時

二.場

期

間

所

5才 児

4才 児

3才 児

41年 度

2年 保 育

2・3年 混合

2年 保 育

2・3年 保育

6月9月11月

32名

31名

32名

30名

20名

2月

計146名

午前9時30分 から10時30分 迄1組 約30分

(3才 児は約10分 ずつ2回 にわたる)

旧奈良女子大学文学部附属幼稚園 保育室
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示 範

呼 間 動 き

な し

な し

幼 児 の"活 動

呼 間

i線16

円16

8

16

32

動 き

5人 縦列で自由方向に

歩 く。

搾 ながら円をつ くる・

1列 横 隊で前へ歩 く。

1列 横隊 で後へ歩 く。

以上の動 きを2回 くり

か えす。

伴 奏

拍子木

拍子木

備 考

5八 が それぞれ先頭に

な り,5回 行な う。

間隔 は 蚤0㎝ とし ・床

に 円をか く。

C㎞ ○ ○ ○0

50c窺
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第1表

3結 果

(1)有 意 差 検 定 表

4,5才 児 につい ては3年 保育 を経た幼児のグルー一プをA群 ,

3

才

児

4

才

児

5

才

児

変 動 因

月(69,11,2)

個 人 差

誤 差

クラス(ABσ)

月(G9,11,2)

交互作用(クラスと月)

個 人 差

誤 差

クラス(ABC)

月(6a11,2)

交層糊(勿 と月)

個 人 差

誤 差

主 な 動 き

平方和

α05

α45

145

269

52

365

413

1810

U

4α0

416

自由度

3

19

57

2

3

24

6

72

2

3

24

72

QO2

α02

QO3

15

Q22

608

057

2ユ5

5

Q58

F

067

α67

2

9

1

2

1

α09

リズ ム バ タ ー ン

平方和

1464

3064

a11

151

38,0

80

609

426

82

214

20

668

316

自由度

3

19

57

2

4

6

7

2

24

6

72

488

161

α05

755

1267

OB3

1α15

059

4ユ0

7

1

α44

F

9瀞

α74

21`

α56

10

037

10

Q18

0

② 年令別(保 育年数別)統 計調

第2表 ハ

＼ ＼ 項目

琴

才

児

⊇
年
保
育
)

調査月＼
＼

41年6月

9月

11月

42年2月

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

主 な 動 き

拍

手

10

10α0

10α

8

10α(場

9α0

10α0

10α0

10α

10α0

10α0

10010

両

足
と

び

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10Q.0

9Q9

10α0

950

10α0

10α0

10QO

歩

く

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10010

10α0

10α0

10Qρ

10α0

走

る

909

10α0

950

10α0

10α0

10α0

10α0

10QO

10α0

10α0

10α0

10QO

は

う
　

模
倣
)

10QO

10QO

10QO

10QO

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

10α0

リズ ム パ タ ー ン(手)

④

ミ
ー 一一Dρ

909

10QO

950

9α9

10α0

950

10QO

10010

10QO

10α0

1000

10α0

②

=コミ

≡ミ
=こ

455

謝

650

818

889

85ρ

727

1000

850

10α0

10α0

10α0

③

、

818

778

8QO

818

10α0

9QO

9α9

10α0

950

1000

10α0

10α0

④

〈=こ

0

11.1

50

182

667

4α0

364

667

5α0

182

1000

550

⑤
鳴
q
q
q

9Q9

10α0

950

1000

10α0

10α0

10QO

10α0

10α0

10QO

10α0

10α0
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3年 保育と2年 保育の混合クラスの幼児をB群, 2年 保育 のみ をクラスをC群 と呼称す る。

リ ズ ム パ タ ー ン(

平方和

2ao5

6630

1620

30.6

535

12β

126、1

577

叙

418

56

1168

505

自由度

3

19

57

2

3

24

6

72

3

6

72

768

349

0配8

15β0

1783

21ρ2

Q80

1

19.47

α70

聯27

1246

0.73

9

2628

1

魅27
81

弱

平方和

970

1870

2880

78

256

76

4Q8

3&0

228

325

自由度

19

57

2

3

24

6

72

6

72

α18

0。51

390

a53

OB2

α72

Q63

170

380

045

纏

192

Q58

1GO9

0.60

18

空間の使い方

614

1841

15

134

ユ

126

19.4

7

1

9.7

2a4

度

19

57

2

3

24

6

72

6

72

0.32

Qβ2

0.75

447

烈0

Q27

a47

162

033

F

1

1.00

0β6

16

141

78

、謝

* 5%の 水準で有意差あり ** 1%の 水準で有意差あり

リズムパター ン(足)

①

、
一
、

182

778

450

727

889

80.0

81.8

100.0

90.0

818

100.0

90.0

②

コ
ミ

273

333

30.0

364

667

50.0

545

10Q.0

750

545

iOQ.o

750

③

笥

637

10Q.0

800

909

889

90.0

10Q.0

100.0

10Q.0

10α0

100.0

④

ハ

〈一 駄
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結 、果 「主な動 き 」6月 か ら殆んど止位に達 している。

「リズムバター ン 」りき

手④JJは6月 に男児は全員できず,、女児は11%で あ るが,翌 年2月 には男児は182%に

対 して女児は100%に 達 している。その他のパター ソは2月 には100%に 達 してい る。

足①JJ∂ は6月 に男児182%で できない ものが多 いが,11月 に は8L8%に 達 している。

② 〃 」'」3∂ は6月 に男児273%,女 児3a3%で,男 女 ともにあま りできてい ない萬

11月 には男児545%に 対 して女児は100%に 達 してい る6

う
④JJは6'月 に男児9'%,女 児11よ1%で 翌 年2月 に至 っても男児364%,女 児3a3多

に しか達 していないo

「強弱b高 低 速度 」b月 にはほ 讐できて,2月 にはほ とんど全員が できてい る。

「空 間 」9月 喉 でに100%に 達 している・

噛般に リズムパターン(手 ・足)強 弱 ・高低にっい て,月 差 ならびに個入差がみ られ る。(第1

表 参照)
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結 果 「主 な動き 」

「スキ ップ 」について女児は9月 に100%に 達 してい るが,男 児は2月 に な ってA群80%

C群62.5%で あ る。

「りズ喰パター ン」

手②,㌧ 」1は 女児は6月 にA群75%C群53%で2月 にはA,Cと もに100%に 達 してい

るが,男 児は6月 にA群40%○ 群187%で2月 に至 ってもA群80%G群625%

で あ り男女差が大きい。

⑤ 」⊃"。 「コ」ヲ ∂3は,女 児は男児よりやや上位にあるカ㍉2月 に至 ってもA群 女児

25%C群 女 児294%A群 男児20%C群 男児0%で あ る。

足⑤ 月 ∫コ 月 」コ51∂ は,特 に男女差が大 き く,女 児はA群 が9月 か ら100%に 達 し,

G群 も2月 には100%に 達 しているのに対 して,男 児は2月 に至 って もA群50%C群

44%に しか達 していない。

「強弱 高低 速度 」

「だんだん速 く」「だんだん強 く」は,G群 の男女 ともに6月 には23%し か できていない。 し

か し,「だんだん強 く〕は9月 にgag%「 だんだ為速 く」は11月 に939%で き てい る。

「空間の働 ・方 」

「左右への移動 」はC群 女児が6月 に2a5%で 目立 ってできていない。

「方向転換 」はC群 の男女と も6月 に364%で や や劣 ってい るが2月 には909%で ほ 讐できている。

一般に全項 目にわた って月差
,な らびに個人差がみ られ る。(第1表 参照)
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100.0
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⑤
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女
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計
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計

男
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主 な 動 き
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け

り
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100.0

9

6陽
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ホ

ツ

プ
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螂
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屈か

ら

だ

伸の

688

1000

844

813

100.0
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リズ ムパターン(手)

①
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o
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875

813

875
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100.0

100.0
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②
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③。

篶邑ミ:

延袴

438

813

625

50.0

813

7510

750

100.0

875

938

100.0

969

④
へ
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100.0

969
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脇
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①

翁
q
一 一「』

750

60.0

667

750

80.0

778

10α0

10α0

1000

100.0

100.0

100.0

り ズ ム パ タ ー ン(足)

②

⊇

貫
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400
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7510

60.0

667

75.0

8α0

778

100.0

100.0

100.0
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8QO
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75.0
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ク

セ
ン
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250
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10Q.0

100.0
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1000

10α0

100.0

100.0
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空 間 の 使 い

移軸

回

転

動の
10α0
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100.0

100.0

10QO
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100.0

100.0

10Q。0

100.0

斜
め
へ

移

1000

100.0

100.0

100.0

10◎ 、0

100.0

100.0
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10α0
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100.0

100.0

群

の

移

10Q.0

100.0

100.0

100.0

10Q.0

100.0

100.0

100.0

100.0
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0.0
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線

円
100.0

100.0
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100.0
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列
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隊
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6α0

60.7

100.0
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100.0
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①

マぬ
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一
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938
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②

⊇

ミ
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螂

螂
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③
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へ
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50.0

ga8
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100.0
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⑤

濁

一

、
、
一
-

563

813

688
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100.0

813

813
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813
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ア

ク

セ

ン

ト
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100.0

969

10Q.0
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100.0

100.0

100.0
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んん
低高くく
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563

40。6

螂

棚

563

938

100.0

969

875
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礫鑛

く く

75.0

875

813
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1000

1000

1000

1000

1000

10α0

100ρ

1000

だだ

綾
雛
く く

75.0

875

813

50.0

100.0

750

813

100.0

90.6
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ア複

ク
セ

ン

ト合

125

125

125

50.0

938

719

75.0

100.0

875

ga8

938
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空 間 の 使 い 方

移軸

回

転
動の

813

938

875

100.0

100.0

100.0

10α0

100.0

10QO

1000

100。0

10010

斜
め
へ

移
動

875

938

9α6
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100.0

10α0

10Q.0

100.0

10α0

100.0
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100.0

群

の

移

動

563

875

719

938

100.0

969

100.0

10α0

100.0

100.0

100.0

100。0

線

円

750

938

844

ga8

938

ga8

100.0

10Q.0

10α0

100.0

100.0

100.0
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列
後横
隊
進の

375

875

625

875

10α0

938

938

100.0

969

100.0

100⑩

100.0
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第3図 い 5才 児
A男{

A女"一 一一

c男 一

〇女 一一 一

100

50

0

%

主 な 動 き

77

69112

前 け り

69112

ホ ッ プ

7

69112

からだの屈伸

!

1

7'
ノ

69112

たた く(即 興)

一/ニ
ノ

∀
v

69112

引 く(創 作)

1

50

%

リ ズ ム パ タ 、ン(手)
一

7

69112

①」 ∫コ ∂

,/
/

69112

②刀 」μ

69112

切 月 β 」目。

6/

69112

④JJ乳 の

10

5

%月

目

リ ズ ム パ タ ー ン(足)

69112

①」 刀 ∂

デ
/

69112

②∫7」 〃

ノ!

乱/
一》 ノ

,♂

69112

③」コ調"∫ コ。

/

69112

④ノ遅 ♪

,《!
/1＼ ノ

/

69112
∂
⑤"d♂
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100

50一

0

%月

強 弱 ・ 高 低 ・ 速 度

竃ゴ
、
＼/
、'

69112

ア ク セ ン ト

69112

だん歎 瓢
低く

/～
!

69112'

だ嘆模 煽
く

69112

だん歎 懸 ・く

'♪

/

69U2

複 合 のアクセ ント

10

50.

0

%月

項目

空 間 の 使 い 方

ラ舅

69112

軸回転の移動

ア

69112

斜めへ移動

/

69112

群 の 移 動

/

69112

線 円

69112

1列 横隊の前後進

結 果 「主 な動 き 」

「ホ ップ」と創作の 「引 く」の動 作は,今 群男児が11月 に100%,女 児 は60%で 他 群に比べて

非常に よくできている。「ホップ」は各群 とも回を追 って漸増 し2月 にはほ とる ど10%に 達 している。

rリ ズムパ ターン 」

手 ③ 月 ∫〕∫ヲ月oに ついてC群 男児は6月4a8%で,と くにで きてい ないが,2月 に

はga8%に 運 している。

足 全般 にC群 男児が他に比べて劣 っている。 とくに④ 川.♪ 、は6月 に63%で 非 常に低い。

しか し回を追 って漸増 し,2月 には875%に 達 している。

「強弱 ・高低 ・速度 」

「複合のアクセン ト」は男 児の6月A群25%C群125%で,9月 にはC群 男児52%で

あ り,他 の群はほ¥で きている。 しか しC群 勇児 も漸増 し,2月 には93%に 達 している。

「だんだん高 く,だ んだん低 く」はC群 男児が6月 に25%で あ るが,11月 に は93%に 達

している。全般的 にc群 の男児が他に比べて劣 っている。

「空 間の使い方 」

A群 の男女は,6月 か ら100%で きている。

「群の移動 」「一列横 隊の前後進 」はC群 の男児が6月563%,375%で 他 の群 に比べて

やや劣 っているが,2月 にはほ ∫できている。

一般に調査全項 目にわた って月差 ならびに個人差がみ られ る
。(第1表 参照)

一45一



第4図 い

3才 児 男 丁
〔 個 人 差
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月 拍
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歩

く

走

る
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う
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1
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速
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34才 児

Aク ラス 男 工

Cク

2

11

ゴ

6

月

笙
び

ス

キ

望フ

7

押

す

,'/

投

げ
る

写

ふ

る

jlJ

手

,/z
ラ

」」」

手足

スN

川JJ

手足

刀 朋 刀

」」。1、1

手 足

且〔廻月
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手

笏

毫
ζ

笏
普

⊥
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だ

ん
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だん

笏
だ
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笏

口
軸
回
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ノ=一 「
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髪
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Z

投
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笏
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ラ
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塀JJ
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⊥
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比 較 表 〕
女 工

羅 できたもの

[=コ できないもの

女u

Aク ラス 女N

Cク ラ ス K

2

11

9

6

月

ノ ノ

笙
ス

キ
ツ

押 投
げ
ふ 。し1」 」 』」 1川 ∂」 .ロ」〕刀刀

」」,弓

朋 朋
JJ 毫
ζ

普
1

高

ビ だ

ん

ピ

ん

つ

嚢
軸
回

転

蛇

行

Cク ラス 女N
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は5才 児
Aク ラ ス 男K

2

11

9

6

月

%

多
目1

け

り

//

.笏

ホ

ツ

プ

か た

勲
引

く

笏

∴ワ」

手

ン・

几1」,1

手 足

!

/

,日捌 ヲ刀

ち

手

川.♪

手

。u

万乃
毫
¥

だ"
"だ

あ 、
口 群

覇

線

円

ゆ

灘
Oク ラ ス 男 丁

cク ラス 男M

4考 察,

(1)3才 児

「主な動 き 」

「両足 とび 」「は う 」「歩 く」「走 る」は動 きの基礎 とな るもので,確 認す る意味 でおこ

な った。6月 は音をだしていてもそれ にあわせ て動 作のできる者は少 なか ったが,11月 に

はほぼ音にあわせて動 作できるように な っている。 今後 この項 目の内容を吟味 して調査 した

いo

「 リズムパターン 」

　

④.U(手 足)が や りに くか ったことについては,今 後の研究に したい。

① 」紹 の手は,日 常整列の ときに使 っているので,6月 か らすでに よくできたのであろ

う。

①・リ」 の足が できに くいのは 「歩 く」とい うことは,反 射運動 として連続的に足が動いて

いるの を,3拍 目に意識的にとめ るこζがむつか しか った と思われ る。g月 にできるように
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Aク ラス 女 丁

Aク ラス 女 且

cク ラス 女u

2

11

9

6

月

多

霧
前
け

り

ボ

ツ

プ

./

も

ら
だ

形

た
た
引 」刀 」

∫/

多多.

.ワ,1.り 。!簿即
o

.Lu.♪

/

,/〃

JJ

功
毫
¥簾
差 "だ

霧
口 群

覇

線

円

鵡

な ったのは・指導計画の中に,こ の パターンを とり入れ たものが 多 く,そ の効果が表われたも

ものと思われ る。

④.1、UみlJJが 案 外できなか ったわけは,長 いパター ンの把握 がむつか しか った もの

と思われ る。

「強弱 高低 速度 」

9月 までには,ほ ぼ可能にな ったことは,当 園児に どってや Σやさ しか ったのか もしれ な

いが・有意差検定に よると,5%の 水 準で個入差が見 られ ることか ら,指 導上個入差 に配慮

せねばならぬことをしめ している。、

「空間の 使い方 」

6月 にできなか った者でも9月 にできていることは,遊 びの中で空 間に対する感覚を習得

したものであろ うと思われ る◎

(2)4才 児

「主 な動 き 」

-49一



スキ ップにつ いて,女 児は当園の遊びの中でよく表現 してい るが、男児は単に走 りまわ っ

ている。 ここに大 きな男女差が表われたことに驚か された。

「リズムバター ン」

② 知 は ・・肛 できるようにな ったことから,こ の動きは2糊 の終 順 ことりあつ

か うことが好 ましいと考え られ る。

⑤Jコ 」ヲ 月 月 ∂∂ の 月 の部分は足ではできてい るが,手 の リズム打ちのむつか し

いものがあ り,ま た.IJは 月 の動きの離 によ って,急 速に躰 を とめ ることカ・むつか し

いので あろ うo④ ∫り,口刀
,「〕」 」 」 」 も⑤ とお なじく,と もに11月 前 後に教材 をと

り入れ るよ う配慮することが適当 と思われ る。

とくに③.UJ」 」 ∂ ④ 月,「〕月 刀JJJJに つい てA,c群 に 差がみられ るのは,

A群 につい ては こうい うパターンを含む動きを過去によ く習得 していたため と思われ る。

「強弱,高 低,速 度 」「空間の使い方 」

だんだん速 く,だ んだん強 くに,A,G群 の 差がみ られ るのは,A群 は3才 児での学習効

果のあらわれ と言 えよ うか。

(3)5才 児

「主な動 き 」

創作の引 くは,そ の場 で引 く動 作と引きなが ら移動する動 作の表現上のちがいを見たので

あるが,全 般 的にパ ーセ ンテー ジが低いのは,検 査者に」は されるよ うな表現 をすることが

むつか しか ったもの と思われ,こ の点については,更 に研究をすすめていきたい と考 えてい

る。A群 の男児は 目だ って よくできている。かれ らは,他 の分野において も創造的意欲が旺

盛であ り,活 動全般に能動的な態度 が見 られる。

ホ ップは,指 導計画の中で も活用されてい るので,順 調 にのびた もの と思われ る。

「 リズムパター ン」

いずれ も第1回 調査時 に比べ,後 に至るほ ど順調 なのび率を しめ している。 リヌ法 バター

ンに対する感覚 と表現技術が順調に 成長 した表われ であろ う。

一般に手で反応することは
,足 のそれ よ りははやいと言われるが,そ の傾向が この表に も

如実に表われている,(教 育学叢書 身体発達 と教育 参照)

c群 の男児の向上が顕著 であるのは,生 活環境の中で,他 の幼児の活動に影響 され たもの

と思われ る。

「強弱,高 低,速 度 」「空間の 使い方 」

上記 と同様の傾 向がみ られる。

(4)ま と め
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以上をまとめると次のよ うである。

① 年令相応の標準について

特にむつか しか った もの例 えば,3才 児の 、1。「4才 児の 月 ∫コ 」「コ∫コJJ(手)

と くにや さしか った もの,例 えば3才 児の歩 く,走 る,は う,5才 児 のアクセン トなどを除

いて,ほ ぼ当園の幼児に適切 な調査項 目で あ った。

この調査を参考に して今後更に指導計画の改善をはか っていきたい。

② 保育 による学習効果 につい て

A,B,C群 と も1%水 準 で検査 月による有意差が あ り,検 査月毎に向上 してい る。

また保育年数に よる学習効果については,3年 保育 をうけたA群 は,2年 保 育のみのC群

よ りす ぐれた傾 向が見られ る◎

なお3才 児では 「強弱,高 低,速 度 」や 「リズムパター ン」に1%の 水準で個人差があ り,

4,5才 児 では,調 査全項 目にわた って1%の 水準 で,個 人の有意差がみ られ るので,個 人

の能力 をみきわめての指導法を考慮 していきたい。

③ 動 きの リズムにみ られ る男女差につ いて

ラ

4才 児の 」つ ∫り∫⊃月, 。UJな どは女児が優れ,創 作表現は男児がす ぐれていた。

これらは表現技術 と音楽的感覚に関係があり,日 常経験のちがいや興味にも影響されると思

うので,こ れらの原因その他については今後の研究にまとめたい。

以上の結果は当園におけるこの度の調査による ものであるが,こ れ らがはた してこの年令の どの

園児に も適合するものか否かについては,ま だ,研 究の余地がの こされ ているので,皆 様の御協力

を得てそれ らの点 を明 らかに してい きたい。
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参 考 資 料
当園園児の精神 ・身体の発育状態(昭 和41年 度)

① エq

第5表

年令

工Q

3才

4才

5才

A

B

C

A

B

C

平 均

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

11a5

12■4

1358

13a8

13工3

110、9

13α4

1295

13aO

1289

12L2

1340

1163

12a3

備 考
　ヨ 　　の

取 局

157

161

162

147

159

149

161

169

154

156

131

156

145

136

最 低

90

.100

105

118

103

98

92

95

109

110

111

110

87

101

調査時期41年6月

② 身体測定統計

第6表

項

目

身

長

体

重

胸

囲

座

高

郷
性
別

男

女

男

女

男

女

男

女

3才 児

当 園

987㎝

986

153K夢

14.9

5a1㎝

51.0

568α π

563

全 国

978㎝

967

15、3

14.9

5a1

519

565

559

4才 児

当 園

104.0

10ao

166

15、8

5a8

511

585

573

全 国

10a4

102.3

166

162

54.2

529

591

584

5才 児

当 園

11α9

1088

193

179

562

5a4

624

616

全 国

1088

1077

182

177

55、7

54.3

61.8

61」
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Ⅲ 指 導 の 実 践

実態調査の結果 ・3才 児 ・4才 児 ・5才 児の各年令別に与えるべき 「動きのリズム」に関する基

本的な要素を前章で究明できたので ・これを軸として各年令にふさわしい具体的な指導内容を選び

かつ他領域 との関連をも考慮し,実 践的な展開例を構成した。

つぎにその事例を各年令別にあげてみよう。

3才 児 の 指 導

1動 き の リズ ム に 見 ら れ る3才 児 の す が た

(1)休 み な く動 くことを好 む。

幼 児は じっとしていることができない。 と くに3才 児は,歌 いながらか らだをゆする,手 を

たた く,い すに腰かければ足をぶらぶ らさせる,い すをか たかたな らす,と い うよ うに,絶 え

ずか らだを動か している。

「歩 きま しよ う」と言 えば ・ 「道 が走 らせるの」 と言 って,歩 こ うと思 っても自然に走 り出

して しま う程である。

勤きの表現の特徴 としては ・か らだの均衝や コン トロールがとれない ので両足 とび,四 つ這

いな どの安定のよい動きが多 く ・片足立ちの ような不安定な表現は少ない。また,あ る ポーズ

を保つ ことも困難である。

速度は普通 よ り速 いテンポを好み ・また ・極端 な遅速や強弱には興味を示 し,そ の変イヒに気

づ くが,そ れに反応 してか らだで表現す ることはむつか しい
。

空間形成についても ・その活動の範囲は狭 く,空 間を十分活用 して散開す ることはできない。

② 具象物にな りきって動 く。

具象物に同化 して しま う傾向が強 く ・具象物の形や,そ の特徴を とらえてか らだで表現 しよ

うとす るよりも,自 分がその ものにな りきってしまってい る姿が多い。即ち,と らで も,い ぬ

で も同 じよ うに床上 に四つ這いにな り・鳴き声 を変えることに よってその ものを表現 して楽 し

んでいる。 またその具象物 のとらえ方 も ・表面的な形を模倣 する程度で,そ の生活様式や生態

の特質をとらえることは少ない。

(3}興 味 の うつ り変 りが激 しい。

動 きの表現活動をさせ るとき ・その活動過程 で興味が うつ り変 った り,他 の活動 と混同され

た りす る。例 えば,う さぎになって机 の下に もぐりこむ とか くれんぼ をす るととに興味が うつ

って しま った り,ぶ たの表現 をしているとき,3匹 のこぶたの家 づ くりを思い出 して大積木で
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家 をつ くり出 し,リ ズム遊びを中断 した りす る。

2指 導 の 観 点

(1)想 像 遊びを楽 しませ,十 分 自己 を表現 させ る。

未分化でアニ ミズムの傾向の強い3才 児は,想 像遊びの中で 自己を表現 してい る。その特性

を十分発揮 させて 自己表現を楽 しませなが ら,動 きや ことば などで十分 自己 を表現させ る。

(2)具 体経験 をさせ表現 を豊か にす る。

具体物 に触れ,体 験 をさせて幼児 自身 の目で見つめ,子 どもらしい発見をしてそれ をあ りの

ままに表現 できるよ うにする。即ち,お となの表現の模倣 ではな く,幼 児自身の経験 による感

動 を,幼 児 自身の方法 で表現 させ るよ うにす る。

(3)さ ま ざまな動作 を身につけさせる。

3才 児はか らだの形 も不均衝で,運 動能力も未熟であるため,か らだのこなしが不器用で動

きの範 囲 も狭 く・表現方法 もあいまいである。従 って運動遊具を十分使 って遊ばせた り,教 師

の動 きを模倣させ た りして,偏 りのない運動 によって身体各部 を動かす機会 を多 く与 えて,手

・足 ・か らだの動か し方 にいろいろの方法や種類のあることを体験に よって知 らせ るよ うにす

る。

(4)音 や リズムに対す る感覚 を養 う。

3才 児の身体的発達 の特質か ら ・リズムに合わせ て美 しくか らだで表現 させることは無」で

あるが,音 楽的感覚を養 うことに よって動 きの表 現を助長することができる。即 ち リズ ミカル

な動 きを楽 しませ るとともに,い ろいろな リズムパ ター ンや強弱 ・高低,速 度,美 しい音楽を

日常生活の中にと り入れ て,そ れに親 しむ機会 を多 く与えて,音 や リズムに関心 をもたせ,そ

の感覚を養 うよ うにする。

3実 際 指 導 例

例1動 物 と遊び,見 たまま,感 じたままを動 きに表現する。

〔か たつむ り〕-5月 一

かたつ む り ・青虫 などを飼育 し,毎 朝餌をや った り,虫 めがねで見た りして楽 しんでいた。

ある日 ・や どがえ遊びの ときに ・ 「でんでん虫,で んでん虫,お や どをかわう」というとM児

は ・か たつむ りの表現に ・ 研 姦 の形 で ・うしろにのぱ した足をひきずるよ うに して

前進 した。それ以前の表現は ・しゃがんで両手を頭上 につけてつののよ うに して前進 してい

たが,毎 日の観察に よって ・かたつ む りが殻の うしろか ら,か らだをひきず って前進する様

子を見たため,表 現にこの よ うな変化が見られた。
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⊂うさ ぎ〕-6月 一

うさぎの表現 は一様に,立 って両手で耳を作 り,両 足 とびをす る動作 であ り,四 つ這いに

な るものはひ とりもなか った。 これは,テ レビな どで見ておぼえた表 現であろ うと思われた・

そ こで,あ る日,2匹 の うさぎを教室にはなして遊 ばせてみた。

は じめは,皆 うさぎをつか まえたが り,先 を争 って,う さ ぎの まわ りに集 った。 うさぎは

つかまるまい として逃げまわ り,子 どもたちは,争 いなが ら追いかける,と い う状態が しば

ら く続い たので,教 師が 「うさぎさんはおさんぽの時問 よ。みなさん も,う しろか らついて

い っしょにさんぽ しましょう」 と誘いかけた。4,5人 が うさ ぎと同 じ動作を しなが ら うさ

ぎの うしろを並 んでとぶ。 うさぎがぴ ょ一んと大 きくはねたので,す ぐ うしろについていた

ヱ児が同じよ うにぴ ょ一んととんだために,思 いき り,ひ たいを床に打 ちつけた。見ていた

数人が大笑いをする。M子 は 「うさぎさんは じょうずね」 とまじめである。 この時の うさぎ

の表現は,～ ゆ の形で,1で 両手を前進させ,2で 足 をぴんと うしろにはね るよう

に して,ひ ざを前進 させる。 とい う動作 をした。

うさぎが,う しろ足をぴん とはねなが らとぶ様子が よく表現 され,幼 児 自身 その動きを楽

しんでいた。そこで教 師は2拍 子の ピァノ伴奏 を して幼 児の動 きに合わせてや った。

この経験 を した後は,う さぎの表現は,両 足 とびや上記 の表現に合わせて,う さぎがのび

上 って鼻 をぴ くぴ くさせ る動作,机 やいすの下を くぐりぬける動作など変化 に富んだ模倣表

現をするよ うになった。

例2想 像遊びを楽 しませ なが ら,い ろいろなか らだの動 きをさせ る。

〔ジ ヤングルi探険 〕-5月 一

奈 良県公会堂へ遠足に行 った時の ことである。公会堂の庭の深い森 を見てK児 が 「先生,

探 険 に行 こ う」と言 ったのでみなで探険 ごっこを始めた。谷 を見下ろして 「入喰いざめがい

る」あせびの茂みを見て 「とらが出た」藤の古木 を見て 「へびだ」な どと夢 中である。ただ

は しゃいで走 りまわる子 どもたちを集めて,子 どもの発 見にともな って 「とらがいるか ら

見つか らないよ うに,み んなできるだけか らだを小 さくして,音 をたてない ように向 うへ行

きま しょ う。」 「この木の茂みの下を大急 ぎで向 うまで くぐりぬけましよ う。」 「Kち ゃん

たちが くまをや っつけるまでみんな,木 の枝にぶらさが りましょ う。」 「わにに食べ られ な

い ように この川 をとび越せ るか しら」 「らいおんが きた。 しばふの山 をころが って逃げ まし

ょう」 などと,そ の動作 を意識 づけなが ら,い ろいろなか らだの動 きを体験 させた。

翌 日 ・教室 でこの探険遊びを再現 したところ,話 の展開に したが って各幼児が活発 に,こ

ろがったり,く ぐりぬけた り,腹 這 した り,と んだ りして表現を楽 しんだ。

例aリ ズ ミカルな動きを楽 しませ なが ら,音 や リズムに関心 をもたせる。
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〔ゲー ム遊iび 〕-9月 一

遊戯室でIlす わ り鬼"を させた。鬼を追いかける。逃げ るものが しゃがんだ らつかまえて

はならない とい う鬼遊びである。嬉 々としてかけまわ っている幼児の動 きに合わせて ・追い

かけている間は,か け足の リズムを ピァノで弾 き,つ かまえた らピァノの音 を止め ・鬼が交

代 した らまた,ピ アノを弾 く,と い うことを暫 らく続 けて ピアノの音 に馴れ させ,つ ぎに,

つ かま らない うちに.・ピァノの音 を突然止めたところ ・走 り廻 っていた幼児が全員停止 した。

それを繰 返していると ピァノが鳴 ってい る間は走 り,止 った ら全員が しゃがむ ように なった。

この よ うに ピァノの音に関心 を示す ようにな ったので,鬼 がなか なか相手 をつか まえること

ができなか った り,疲 れを知 らずに走 りまわ った りする幼児を コン トロールす るのに も役 立

った。

ゲー ム開始前に ピアノに合わせて,追 いかげ っこをす るよ うに約束 しても,3才 児はなか

なかそれに従 うことはで きないが,遊 びをつづけている うちに,感 覚 として とらえた時には,

速 度や音の合図に従 って遊びを楽 しむ ことができる。

〔まね っこ遊 び 〕-4月 ～10月 一

リーダーの動作をまね る遊びである。

体形は人数や空間の広 ざに よって次の ように変 えることができる。

・リーダー と向かい合 って自由に散開

・円心 の リー ダーに向 って,円 周上 に立つ

・リーダー も円周上に立 ち一同円周 .上を同方向へ移動

・リーダー もともに自由方 向へ移動

教師の動作 を模倣 することを好むので,3才 児に適 した リズ ムパター ンや動 きを模倣 させ

る。動 きの例 を2・3掲 げる。

・あひ るが が あ が あ が あ 邦.リ メ」8

.u.u

邦 」

・大 きなおなかで

ρ

」,u

・チ ヨ ロ チ ョ ロ

∫コ刀 ∫コ.「コ

JJ

1拍1動 作であひるになって前進

止って両腕を振 りながらひざを屈伸

ポンポコポン 。.U∂

4拍 で両腕を体前でまるくして大きなおなかを表現

前けりを3回 すると同時に腕は交互に腹つつみ
　

りす さんぴ ょ一ん.口 ∫コ∫コ∫ヲ」 ∂、

小走 りで前進

1拍 目でふみ切 って とび,2拍 目で着地
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・ トン トン トー ン トン トン トー ン だ い くの お じ さ ん トン トン トー ン

JJJJノ 」.りJJjJJ

パ ター ンに合わせて上下,左 右,前 後 の空間 を金槌 でたた く動作

教 師が リーダーになるだけではなく,代 り合 って幼児を り一ダー とす る。

例4興 味 のある題材を選んで,表 現 を豊か にす る。

〔の りものあそび 〕-11月 一

輪 と り遊 びなどに使 う竹 の輪 を1っ つつ持たせ,幼 児の好む乗 り物 を表現 させた ところ,

大 変喜 んで遊 んだ.表 現の主な ものをあげてみる。

自 動 車

畷
両手で輪を持 って,手 首を動か してハンドルを操作する表現をしな

がら走る。

電 車

。トンネルは2人 向い合ってお互に相手の輪を持 って高

轡 纏 綴 二三よう____
振 りなが ら走 る。

列 車

羅 。輪の中に胴体を入れて,一 方の手で自分の輪を持ち,

他の手で前者の輪 を持 って連なって走る。

飛 行 機

。図のように3入 が1列 横隊になり,中 央の幼児のうし

ろに何人かの幼児が連なり自分の輪を差 し出して友だ

ちに持たせて走る。

舟

轡10課 麟 齢 轡 を合わせ'　輪を両手
また輪 を持 ったまま2人 が体 を側方にたおす。

ロ ケ ッ ト

隊 繋 ∵　 鰍 脚 　
(鰯 継 朋 呈1〕刀朋 刀)
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このように用具を与 え,幼 児の表現 を豊かにす る興味 ある題材をみつけさせ るとと くに喜 んで

遊ぶ。 この乗物遊 びの際 に ・ピア ノ伴奏の強 弱 ・速度 に変化をつけて奏す るとその音に反応 し

て表現を楽 しんだ。

この遊 びでは,友 だち とい っしょに表現 しよ うとする姿 も多 くみ られ協 同性社会性 も培われ

たよ うに思 う。

幼児の経験 した動 きの要素は次の ようなものである。

主 なか らだの動 き

・腕の上下,前 後 の動きo手 首の回旋 ・握る

o体 の屈伸(前 後,左 右)○ 歩 く ・走 る ・とぶ

強弱,速 度

o速 い ・遅 い ・遅 → 速 → 遅,急 速 な停止

空 間

・移動(自 由方向,曲 線,群)

〔おもち ゃ遊 び 〕-12月 一

電池 で動 くロボ ット,ミ キサーカー,ダ ンプカーなど,ね じで動 くてん とうむ し,さ る ・

コックさんな ど,は ずみ車で動 くパ トロール カー,オ ー トバイな どのお もち ゃを持たせ て数

日遊 び,レ コー ド(お もち ゃの交響曲,時 計やの店)な どを聞かせた後の動 きの表現は次の

ようであった。

ロ ボ ツ ト

十 饗 ゾ 灘 嬬 毒臨 細 一 捌.
○方向をか える時に も,か らだを硬直 させてゆっくり転換する。

さ る

手は体前で,シ ンバルをす りあわせ る動作をする。

足は前けりをする。,り ∂

ミキ サ ー カ ー

ヂ規 ザ 購 懲欝1:翻
(1)(2)

サ ン ダ ー バ ー ド

協聾 激;∴ 二羅蹴 　　 ミら瓢 聯
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人 形

磐 翠iiil灘灘 譜宏誰 く.
て ん と う 虫

しゃがんで腰を左右 に振 るよ うに して数人が続いて前進 しねじがゆ る

む と止 る。

この表現遊びではおもち ゃの種別ご とに グループをっ くって,あ るパター ンを幼児の動 きの中

か ら選んで ピアノ伴奏 したので,そ のパター ンで動 きを くふ うして一定のパ ターンの くり返 し

を楽 しんで表現 し,動 きに3才 児な りのまとま りが見 られ た。互に他の グループの表現 を観賞

させたの もよか った。

自由な動 き,自 由な リズ ムで表現させ るだけではな く,3才 児の後半 には一定の リズムパ タ

ーンの連続 で動 きを表現 させると,そ の リズ ムパター ンをとらえてか らだでの表現を くふ うし

ようとする気構えができる。表現の途 中で,お もちゃが故障 した,電 池やね じが きれたとい っ

て,動 きを止 める幼児があ るとつ ぎつ ぎにそれ をまねて,教 師がねじを巻 いた りして くれ るの

を待つ幼 児が多 くあ らわれたので,止 って しま ったお もち ゃの修繕 のしかたを考 えさせ て興味

の転換 をはか った。

4ま と め

創造的表現をめざす3才 児の動きの リズムの指導においては,指 導の観点でも述べたように,

まず生活経験の巾を広げて,幼 児の身近に接する事物,事 象に興味関心をもたせ ・新しい発見や

感動を得させて思いのままに自己表現させること,音 楽的感覚を養い感受性を育てることが必要

であり,指 導にあたっては,3才 児の特性である意味づけ遊びによる即興的,模 倣的表現を活発

にさせるようにしなけれぱならない。

次に,指 導の実際面における留意事項を掲げてみよう。

(1>教 師の動作を模倣させる場合は,そ の動きで固定概念をつ くらないように注意する。

3才 児は動 くことが即ち遊びであり,教 師の動きを模倣することを喜ぶので,教 師の動きを

模倣させてからだの動ぎの種類や方法を知らせる。しか し,こ の場合全面的に教師の表現に依

存し,表 現が固定化するおそれもあるので,動 作を示す場合,例 えば星は頭上で手首を回旋す

る。ぞうの表現は片手を振 って鼻をつくるとい った表現を固定化 して示すことは好ましくない。

同じひとつの表現が,い くつかのイメージを生み出す ものであったり,ひ とつの動物の表現

にもいろいろの形式や動作のあることを知らせるようにすることが必要である。
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(2)幼 児 の遊びや即興的表現 にあらわれ る動作や表現を意識づける。

幼 児の何げ ない動作の中に ・うず くまる ・のびあがる,這 う,と ぶな どの動 きの要 素が含 ま

れている・ これ らの動きが何 を表現 し,そ して他の動作 とどのよ うに異 るかを意識つげ,そ れ

らの動 きを意識 して活用 できるようにして,か らだの動か しかたや,表 現の方法 を身セとっけ さ

せるよ うにする。

(3)意 識 して 目立 った行動 を示 した場合,そ れ をくふう表現 として方向づけ る。

おとな依 存の 気持 の 強 い3才 児は ・リズム遊 びの際 に 目立 った行動を して ・教 師の関心を

得よ うとすることが しば しばある。例 えば 四かえるが 自動車にひかれ てつぶれて しまった 腎

"自 動車の タイヤがパンク して動かない 闘な どと言
って友だちを笑わす ような行動 をす るが ・

これは くふ う表現 とい うよりも,教 師にことばをかけ て もらいたいための行動である場合が多

いよ うに思われる。.、

この ような時は ・これ らの行動 を教師が意義づけて,表 現の くふ うとして方向づける努力が

必要で ある。

(4)リ ズ ムパ ターン,空 間,強 弱,高 低,速 度は単 に動 きの表現 としてだけ ではな く,楽 器遊び

や ゲームなどと関連 して習得 させ る。

3才 児の動 きの表現 は ・即興的表現が主体であ り,リ ズムパ ターンや高低 などを感覚的には

とらえられても,か らだで表現す ることはむつか しい場合 が多いので,楽 器遊 びや ゲー ムな ど

で経験 させ ・音楽的感覚 を養 って,動 きの表現 を助長する必要がある。

(5)個 々の 自由な動作表現 を尊重 しなが ら,友 だちの表現 にも関心 をもたせ る。

3才 児は自分本位 な表現を楽 しみ ・友だちの表現を観賞 した り,友 だちと相談 して表 現 した

りすることは少ない。 しか し,友 だちとともに遊んだ り,表 現 した りする楽 しさを知 らせるよ

うな活動 を多 く与 えた り・代 りあ って表現させた りして,漸 次,友 だちの表現にも関心 をもた

せ るようにし表現方法 をくふ ラしようとい う気持をもたせ るとともに,友 だち意識を もたせて

い く。
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4才 児 の 指 導

1動 き の リ ズ ム に 見 ら れ る4才 児 の 姿

4才 児の動 きの リズムにおける表 現活動 は5才 児 よりもやや活発 で、動 きの要素にみ られる発達

は月を追 って上昇 し、 リズ ミカルな動 きを楽 しむ ことが できるようにな る。当園では5才 児教育を

受け て進級 した者 と、2年 保育の新入 園児 と混合編成 されている。試みに42年 度5月 に4才 児A

群(20名)B群(20名)の 園児!こつ いて、4壌 年度4才 児の調査項 目と同一の調査をお こな っ

て両者の比較をした。

1表 に見 られ るように、4才 新入園児の実態 は次の通 りである。

イ 「主な動 き」… … 「片足 とび」 「押す」 「投げる」などの動 きはたやす くできるが 「スキ ッフコ

はわずか15%の 幼 児 しかできない。

「ふ る」動作 はほとん どの幼児ができるが 、動 きに変化をつけて創作できたのは

25%で あ る。

ロ 「リズムパター ン」・・…①Jjノ の手拍子以外は、 どのパ ターンもとらえに くく、複雑 にな

るに従って、できる もの は5～20%程 度 とな る。

ハ 「強弱、高低、速度」 ……普 一高への変化は40%の 幼 児が できるが、 「だんだん高 く」 「だ

んだん速 く」な どの変化 は感 覚としてとらえ られていても動作に非常に表現 しに

くい。

二 「空間の使 い方」……75%の 幼児が きめ られた空間の線 上を指示通 り走 った りして空問のき

り方を」解す ることがで きる。

それに比べて、5才 児教育 を受けたものは、4才 新入園児 よりも全般に よくできている。即ち、

両者間には、 「主な動 き」 「空間の使 い方」には差 はな いが、 「リズムパ ターン」 の手 の動 きには

5%水 準 で有意差 があり、 「リズムパ ターン」の足、 「強弱、高低、速度」では1%の 水準で有意

差があ る。

この ように4才 新入園児は3才 児教育 を受けた4才 児 よりも全般に劣 り、ク ラス成 員30名 中、

24名 まで新 入園児であれば、 指導面に於ては必然的に新入園児対象 となる。 これ ら動 きの基本的

要素 ともな るべ きものが理解 されていない入園当初の4才 児も、 日々の遊びの中で、発達段階 をふ

まえた指導を受け、5年 保 育児の動 きにも刺激 されてお互いに影響 し合 って漸次 リズ ミカルな動作

が できるよ うになる。

(1)自 分 の生活経験 をか らだで表現 しようとす る。

自由に表 現を楽 しも うとす る雰囲気になれると、幼児 の生活の中か ら具体的な題材 をとりあげ、
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からだ全体でのびのびと表現 を楽 しむ ことができる。

表現 の対象物は、動物や乗 り物な どを好み、全体 的な特徴か ら更に部分的な特徴 などもと らえ

て、即物的、即興的に表現 しようとす る。その表現 は 自己中心的であるために、他人には」は さ

れに くい点 もあ る。 また 「雨、風、雪 」などの 自然現象や 「ク リスマス」 「大 売 り出しごっこ」

な どの社会 事象については、関心 を抱 いてはいるが、それをからだで表現す ることは、動物、乗

物な どに比 してむつか しいようである。

② 表現 を くふうしようとする。

模倣 的表現 を楽 しみつ ＼、見た こと、感 じたことをそのま 」か らだで表現 しようとするとき、

それがほとんど既習の ものであった り、友 だちの動 きの模 倣であった りむても、そ こに何 らかの

新 しい着想や くふ うの意図が感 じられ るときが ある。その小 さな新 しい表現のひ らめ きはその幼

児独 自の ものであり、創造の芽生え とな る。

(5)音 楽 にのって動 こうとする。

音が 聞えたらそれに注意を向け ようとし、音楽が聞 えればそ の音 楽に反応 して表現 しようとす

る。幼児が よく 「先生、音楽鳴 らして」 とか 「ピア ノひいて」 などとい う。そ して最初 の動 きは

必 らず しもそ の曲の リズムパター ンをとらえてはいな くても、曲の流れ にそ って即興的に浮んで

くる動 きを連続的に表現 し、楽 しく踊 り出す。

次に 曲の中か ら リズムパ ターンを とらえ、ぷターンに応 じて手拍子 を打 った り、全身で動 いた

りしようとする。そ こで、教師はそれ らの特徴 をとらえて伴奏すれば、 より効果 的に動 きを誘 導

し、更に次の発展の端緒 とな る。

(4)美 しい表現 を知 るようになる。・

奔放に動 きまわ っていた段階か ら、4才 児なりに少 しで も美 しい表 現の方が よいということを

発見す るよ うになる。

友だ ちの動 きを見せ合 って 「どの動 きが よい と思い ますか」 と意見 をきけば、 「○○ ちゃんの

は良かった」 ということがで きる。」 由は 「きれいだ った」 「じょうずだ と思 う」 「お もしろか

った」 などと答える。幼児は リズ ミカルであったとか、表現が斬新で あったとい うような ことは

言えな いが、表現 の豊 か さを肌で感 じとって何 とな く 「い いなあ」 と思 っている。

2指 導 の 観 点

(1)興 味や感動を与える経験や活動を多くもたせて表現意欲を抱かせる。

「どんぐり拾い」 「しゃぼん玉遊び」など模倣しやすい経験や活動を豊かにもたせ、活発な話

し合いの中に表現の方法などを誘導し、楽しく模倣的表現ができるようにする。

(2)表 現を豊かにさせるために基礎的指導が必要である。
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感覚ではとらえていても、意志通りに動かなくてとまξっている時がある。特に動きの要素であ

る 「主な動き・ リズム・空間」などの基礎的な動きの習得は、4才 児の身体的発達及び個人の発

達段階とも合わせて、無」な く、身につけておく必要がある。勿論基礎的学習から豊かな表現が

創造される。

(3)模 倣的表現より創造への芽生えを養 う。

基礎的学習と、模倣的表現を生かして新しい表現 を生みだそうとする態度を養う。感動の場を

与え経験を重ね、適切な助言によって表現のくふうをし・その芽ばえを大切にする。

(4)友 だちといっしょに表現する喜びを知 らせる。

単独での くふう獺 だけではなく・2・5人 の凝 ちといっし・に獺 すること1㌣や て内容

がより豊かになるような題材を与えて協力する喜びを知らせる、

⑤ 表現を助長させるための伴奏をする。

伴奏音楽は、幼児のイマジネーションを大切にし、それをこわすことφないよう留意しなけれ

ばならない。幼児の動 きや気持をくんでその感情を損わず、しかも即興的に生れる動きに合 うよ

うにしなければならない。また幼児の親しみやすい曲で、幼児の感情を誘発し、表現を生み出す

ような曲を選択する必要がある。

ろ 指 導 の 実 際

例 で.

ねらい

「音あそび」 一 ・4月

音に機敏に反応す る。

・ 音がなれば動 き出し、音が止れば止 る。

・ 音の強、弱 をとらえ～る。

・ 音のアクセン トをとらえ る
。

、・ 音の高、低 をとらえる。

① 音に誘引 されて動き出そうとするのは人間の本能であるが、幼児4)場 合は音が止 ってもその動

き彦)惰性で動きまわる・そ こで音の合図によって動作を変えさせたり,不 規則に曲を中止したり

して音や音楽に注意を向けさせてい く。このよう、な経験によって音に対 して敏感になり,注 意力

を養 うことができる。

② 音には強い音と弱い音のあることを知 らせる。それには強い動きと、強い音を関連して経験さ

せ、強い音と弱い音の差に気づかせる。

例え!ま、 「ラィオ γが散歩にでかけ ました。.お父 さんライオンは、 とって も力が強 く大 きいの

で、 ドシン、 ドシンといば って歩 きました。 さあみな さんも、お父さんライオンにな って歩 きま

しよう」 と言 って、伴奏 もピアノ或いは打楽器(タ ンブ リン、太鼓な ど)で 強い音をならす。更
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に 「今度は、㌔子 どもの ラィオンが歩 きました。子 どもライオンは まだ小 さく℃ カ も弱いのでお

父 さんめようには大 きな足音ではあ りませんで した。」と言 いなが ら弱い音で伴奏す る。 この場合

の ピアノ曲は、な るだけ単純 な施律で強 ・弱 の差が はっきりつかめ るようにする。

この ようにすると、強い音 の時には強い動作で表現す るということになれてきて、強い ・弱い

の表現 を身につけ るようにな る。

』強 ・弱の呼 間については、

l」」」」」川P川 」川 」稿 」副 う川1ド 涌 」響
お父 さんライオン 子 どもラ イオン

のように、最初 は8呼 間ずっの変化 をもたせ、十分」解 で きるまで くり返 す。強弱の差 のちがい

がわかれば4呼 間に して.そ の反応 を見 る。第1拍 目か ら弱1と切 りかえられ るようになれば更に

2呼 間にす る。

③ 強 ・弱が」解 できると、アクセン トとして把握 させ る。

∫」」」川 」山 」」川1:lll川 山I」/
アクセン トをは っき り把握 させるために ハン ドカスタを使 うの もよい。 「さあ、みんな好 きな

ものにな って動 きましよう。 ときどき大 きな音がな ります。そ の時はハ ン ドカスタを打 ちましよ

う。音をよ く聞いて動 きま しょう杁 」

最初 は、友 だ ちの打つ音 を聞いて あわてて打つ幼児 もいるが、8呼 問;4呼 間 と一定 の リズム

を続け ると、正 しく打て るようになる。 この ようなアクセソ トの指導には拍子木 や太鼓 の伴 奏が

適 当であ り、 ピア ノでア クセン トの指導をする場合は明確に奏 さなければな らな い。

その他 幼児に 自由にア クセン トをつけて打たせた りして、 アクセン トに よる リズムの変化に気

づかせ るようにする。

④ 音の高 ・低 を」解 させ るには、強 ・弱の指導と同 じように、高い動作 の時 に高 い音をひき、低

い動作の時に低 い音 をひいてや る。'

先 づ幼児 は高 ・低を どの ように」は しているかたつねてみた。する と幼児は低い音(中 央ハ よ

り2オ ク ターブ低 い和音)を 聞いて 、 「こわU・音、熊 さんの鳴き声、 ラィオソの怒 ってい る声、

ぞ うの 音」 次に高い音(中 央ハ よ り2オ クターブ高い和音)を 聞 いて、r馬 がないた、鈴がな

った、きれいな音」などと連想 し、更 に 「高い ものは、山や ビルデ ィン グ、東京タ ワー」な どと

視覚か らくる形の大 きさで高 ・低 を理は しているようであ る。 そ こで1「高いものに、 どんなもの

があるで しよう。 うんと高 くな ってご らんな さい、も っとも ゐと高 くな りましよう。」と呼 びかけ

ると、つ ま先で立 ち、椅 子の上に乗 り、積木 や机め上に登ろ うとす る。
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「ずいぶん高 くな りましたね、では低 いものには どんなものが あるで しよう、そ う、 いろいろあ

りますね 、今度は低 いものにな って遊びましよう。 蟻 さんも低 いし、へびやむかでも低 いですね。

も っと低 くな りましよ う。」 幼児は床上に這 って 「先生、 もうこれ以上 ダメや」 と、 これ以 上低

くなれない ことを告げ、次には机や物かげにか くれ ようとす る。姿 を消す ことが最 も低 く小 さく

な ったと思 った ようである。

このように して高い動作 と高 い音、低 い動作 と低 い音を感 じとらせ、音 の高 い、低いを」解 さ

せる。

婁

低晶一漏 　 普o通＼ 沸 チ/論 音

高 ・低の差が4オ クター ブあれば」解 できるが、 中央ハを普通の音と考 えて高 ・普 ・低 とな る

と、感覚で はある程度」解 できているのであろ うが・動作の上では とま どってい る。即ち高'低

の2段 階 は」はできるが、高 ・普 ・低 の3段 階 は」は しに くい と言 える。

例2活 動 「しゃぼん玉遊びをしよう」-7月 一 ・

単元 「水遊びを しよう」にお いて次のような経験を させた、

・ プール遊iび

・ 水鉄砲遊び

・ 舟 遊 び

・ しゃぼん玉遊び

「水遊 び」の経験 の中か らしゃぼん玉遊 びをと りあげ る。

ね らい ・ 楽 しい遊びの中で しゃぼん玉のいろいろなふ くらみ方 を知 る。

・ 打楽器 の リズムに合わ せて リズ ミカルに表現 しようとす る。

・ し ゃぼん玉の動 きを くふ うしようとする。

表現活動 を活発 に させ るには、それを生み 出す楽 しい経験や活動が必要であ ることは言 うまで

もない。従 って しゃぼん玉遊びにおいても、 ・自由に吹 く。 ・友だ ちとふ くらませ っこをす る。

・液を変 えて試す。 ・いろいろな用具 を使 って吹 く。な どの経験 をさせてし ゃぼん玉の いろい

ろなでき方、消え方な どを よく注意 して観察 させる。。

指導 の観点

・ しゃぼん玉 のふ くらんでい くようす。

・ しゃぼん玉の飛 んでゆれて いくよ うす。

・ しゃぼん玉の消えるときのようす。

・ 用具の違 いに よるしゃぼん玉の形 や大 きさの変化を表現 させる。
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次の図は用具と、できた しゃぼん玉 との関係 と、 その後に生れた幼児 の動 きの表現 をまとめた

ものである。

用

具

し
や

ぼ

ん

玉

幼

児

の

動

き

蟻擁 916譲/崔/魏
c告 ○%ジ 灘 ○ C

働馬 繕

鰯 秘♂
た

趣
ヱ

麟

　

下

炉入

○

穽

・ 両手で丸 く表現す る。(体 前、頭上 、後 身へ まわす、腰 につけ る)

・ 両手でとんでい く表現 をす る。(両 手を上に伸ばす、片手 をあげふる、両手 を広

げ る)

・ 数入で表現 する。(個 々が両手 をあげて数人集 った り、そ のま 、集 って しゃがむ

な ど)

・ 主な動 き。(歩 く、走 る、両足 とび、スキ ップ、バ ランスな ど)

・ 空間(左 右 にゆれる、前進 、横進、軸回転、集、散 など)

即 ち、しゃぼん玉で夢 中にな って楽 しく遊 んでいる中にいろいろな形 を発 見し、動 きで表現す

る時に教師の暗示に よって予想外の動 きが表わ れた。

例 えば

教 「そっと しゃぼん玉をふきました。ゆ っくりだんだ ん大 きくふ くらんで きました」

幼 「先生/ぼ くのは小 さいのがぱ っとでたんだ よ」

教 「そ んなのもありましたね。元気 に とんでみ ましょう」

教 「とってもきれいな色を してい ましたね、 くる くるとまわ った り、風 にゆられ ていました」

幼 「高 くとんでいつた よ/あ まりとばな くて洋服についたよ。芝生に落 ちたよ。ぼ くのは と

ばな くて、 しゃぼ ん玉のアパー トが できたんだ よ」
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教 「お友だ ちと組 んで もよろしいし、楽 しく風にふかれておどPて みましよう」(自 由方 向へ

移動 した り、集 ったま 、 「ブクブクブク」 といいなが らからだを大 き くした り縮んだ りし

て遊ぶ)一 バ ランスな どでおどっている幼児に は2拍 子 ・3拍 子 の曲をひいて動 きを助言

す る。

教 「おや、も う消えてこわれて しまったものもあ りξすね。消える時は、どんな ようすで した

か。 みんな一度 こわれ るようすをしましよう」(バ ー ンと飛 び上 る。ひ っくりか える。 し

ゃが み こむ)'

教 「みんな じ ょうずに こわれ ましたね」幼 「先生1ま だこわれてないよ。ぼ くは芝生におち

てそのま 、なんだよ。私 も洋服に くっつ いて、 こわれてない よ。」

このよ うに遊 びの経験 が豊かであれば、幼児の発想 も豊かであり、表現にも斬 新なア イデアが

ー生れ
て くる。

更にこれ らの場合、 当園では5才 児か らの教育 を受けた者が、新入園児 に比 して意欲的であ り、

ζ ＼に創作 の芽生えが あ り、感動か ら生 ずることばが生れ、その ことばが更 に次の新 しい動 きを

作 り出してい く。 従 って彼 らの感動 のことばをすか さずと りあげて、全体 の幼児 を創造表現へと

誘導する。

例5活 動 「どん ぐりや くりにな って遊ぼ う」-11月 一

単元 「木 の葉、木の実で遊 ぼう」において次のような経験を させた。

・ 園庭の木の葉、木 の実を拾 う。

・ 近 くの山へ拾 いに出かける
。

● 拾9た もので遊ぶ
。

・ 童話 「くりの実 ぼうや」を聞 いた り
、歌 を歌 った りして遊ぶ。

秋の野山には教材が豊 富にある。それらの経験や遊びの中で木の実 の形 の違いをつかませてお

く。 コロコロところがせて遊 んだ り、 くりのいが を直接手に触れ させた り、 いがを割 って中に零

の入 って いる状態 を観察 させた りする。

教 「どん ぐりは木 の枝にしっか りついていま七たが、風が吹 いてきて大 き くゆ れました。 あっ

大変 お友 だちが ころ ころと落 ちて山の下へ ころが って行 きました よ。 どん ぐりにな って動

きましよう」

齢 礪 癬
教 「お友だ ちと相談 して木にな った り、 どんぐりに

なった りしましよう」

風が吹いて左右にはげ しくゆれる。どん ぐりは飛

び上 って木 か ら離れ可 自由に とび 出してゆ く。

教 「○○ ちゃんも ××ち ゃん も、 とって もおもしろ
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いどんぐりでしたね。 き ょうは、みんなでどん ぐりのこ ろび ごっこをしましよう。 どの ど

ん ぐりの ころが り方が よいか考 えてみ ましよ う。」

ひと りひ とり自由に くふ うをしながらころが るのをみんなで見せ合 う。

動

き

主動

なき

空

間

ピ律
ア曲
ノ塞

タン ブ

リ ン

噌
iし
嘘 蜘 廓

)

姻一
豆タ.)
)

000

(A)(醤 曾

丼(η

走 る

揃'け り

両足とび 片足とび 軸 回 転 「軸 回 転 両手回転 バランス

(車轍)ように)

直 前 進 直 前 進 蛇 行

蛇 行

そ の 場 回転移動 前 進 自由方向

走 る
前け り

①

両足とび

②

1口 左 右に ご08α うが る

⑦ ②

同一方向
にころがる

③

振 る 歩 く

① ②

川1 」ノIJJJノ 」淵 朋 凧 トレモ ロ 刀刀棚 」〃

友だちの動 きを見ながら自分は更にもっとくふうしてみようという気構えが見えいろψうな動

きが生れた。上記はその中の一例であって即興的に生れ、すぐ消えてい くので他にもっと楽 しい

表現もあって記録できなかった。友だちの動きを客観的に見ることはこの年令でも大切である。

伴奏はタンブリンとピアノを使ったが、即興的表現で、どんな動きができるかわからず、教師

は即座に幼児の動きに合わせた伴奏をしなければならないので、打楽器の方が無難である。そし

て幼児がどんな動き方をしたいのかわかってからピアノで伴奏するのが幼児のイメージをこわ さ

ないようである。

次にくりの表現の例をあげ る。

教 「みんなで くりにな ってみ ましよう」

継 瀦 費
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ひ とりひと りが うず くまった り、立 った りして くりの実の表現 をしていたが、

教 「くりは何かか ぶ ってい ましたね。 くりの家は どうで したか」幼 「いたか ったよ、 トゲがい

っぱいでていた よ、その 中にひ っついていたよ。」

教 「そ うですね。 トゲがい っぱいついていてその中に ひっついて入 っていま したね、考 えてや

ってみましよう。 イガは どうす ればいいで しよう。」

この問いかけの言葉に幼児 はひ とりでは表現 しに くいことを思 いつき、友 だちを誘 い合わせた。

そ して数人 で イガの表現 を した。 このように個人か らグルー プの表現へ と必然的に入 ってい った。

そして他 のグルー プはみんなの椅子を持 ってきて図の通 り並べ、 イガの表 現を くふうした。 この

ような機会に友 だちと協 力する必要 を知 り、協調 性も育 ってい く。

幼 児の椅子

麟 Y薪Y 灘
ゾ
づ>TTぐ

このように。からだで表現するだ勤で眈 く、㊧⑳ように自分たちで表現の満ち足りないとこ

ろを物で補おうとする点は4才 児の特色である。

4ま と め

以上.4才 児の揚導に当って、創造的表現を活発にさせるためには、基礎的指導を晃逃がすこと

はできない。従ってその基礎的指導をとおして創造的表現へと導く指導上の留意点を次のようにあ

げる。

1。模倣的表現を活発にさせるための経験や活動を多 く与える。

この場合、ただ経験や活動を多く与えるのみではなく、幼児の表現をみて幼児の興味がどこに

あるかを適確にとらえて、その表現が助長されるような経験や活動でなければならない。

2、4才 児における基礎的指導の与え方 とその時期を考慮 し、無理のないようにする。

基礎的指導は常に身近かな経験や活動を通して、興味深く楽しい遊びの中で指導しなければな

らない。そして身体的にも発達段階をふまえ無理のないように配慮する。

5経 験や活動の中で生れた幼児の感動を大切にし、そ の中から創造への足がかりをみつける。

幼児は感動を瞬間的にいろいろな言葉や動きで表現するが無意識の場合が多い。そのような時

に幼児 自身の考えを意識づけてや り、 自信をもたせるようにし、同時に教師もまた認めるように

する。
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4,幼 児が イマジネーションを抱 きなが ら、 その表現方法にと まどっている場合は助言 をす る。

意志が働いて もその表現方法がみつか らず動 きが進展 しな い時があるが、その ような時は幼児

の イマジネー ションが どの ようなものであるか、そ してそれが どの方向に進みたいのか よく見究

め る。その上で、表現方法 の糸口をヒン ト的に与える。その際、なるだけ動 きを押 しつけ た り、

固定 した りしない ような助言 をする。

5.幼 児の動 きの方向を見究めて伴奏す る。

伴奏は、幼児の動 きに合わせて即興 的に、または選 曲して伴奏するが、幼児の動 きを よくとら

え、その表現を助長 させる ような伴奏 をす る。

しか し、教師が先 走って伴奏すると、幼児の イメージを損ね る場合 もあるので、 日常の観察か

らひとりひ とりの表現 の個性を見究めておかなければならない。
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5才 児 の 指 導

唱 動 き の リズ ムに み ら れ る5才 児 の姿

(1)自 分がみたこと、感じたことをからだで表現する場合、単に外面の模倣だけでな く、その内容

に適した動きをくふうしようとするかまえがみられ、ものの状態や感情などを表現しようとし、

また手足の動かし方などについても友だちとちがっだ表現をさがそうとする。

動物などを表現する場合、そのものが遊びの中でどんな生活をしているか、どんな感情を持っ

ているか、などを考え、それに応じた表現をしようとする。また大きな動物や乗物、機械などは、

数人集って表現することができる。 この場合は、はじめは一定の場所で各部分の表現をするだけ

であるが、数回経験を重ねるうちに、その形をくずさずに移動することができる。

例1.ぞ うの表現

1人 一 両手で鼻 の表現を し片足だけ動か し、 からだをのばしてむ りや り

6月

に えさをたべ る様子 をする。そ しゼ動物園 のぞ うは くさりにつなが

彪 鼠 濫 濫 濫 灘 野 た鵬 うんとせのびし鮒

5人 一1人 が鼻、2入 が耳、残 り2人 が胴 と後足にな り耳や鼻を動か し

なが ら図の ような形を作 り部屋の中をかけ足で ぐる ぐるまわる。そ

して"ぞ うがお こってジ ャングル の中を走 っている"と いう。

例2.

イ

ロケ ットの表現

12月1人 が中心に な り4人 が尾翼にな る。すわ ったま 、周囲を まわ っ

竜
た り、手の ひらを歯車に してその場で上 下左右に動 かした りする。

中心にな った幼児は立 った りすわ ったり、軸回転をす る。発射 して

とぶ時は1列 こなって走 る。

(2)生 活経験や童話などの場面もいくつか くみあわせ連続 してグループで表現する。

例1. 「遊園地へいこう」

グルー プごとに相談 して、バ スに乗 ってい く、動物園をみ る、お弁

当を食 べる、すべ り台や ジ ェットコスターに乗 る、 ボー トを こぐ、

バスで帰 る、などの内容を決め、 それに従 って動 きを考え、連続 し

て表現する。 グループの中で場 面 ごとに リー ダーをかえる ように助
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＼藤

瀬撚

言 すると、 どの幼児 も自信 をも って表現 した。

・ バスに乗る 一2列 にな らび前列右側の こどもが運転手(リ ー

　 ノノ　

ダー)に な り、 発車 左に まが ります 信号 まちで とまりま
〃 〃

す,,な どといいなが ら走る。

・ ジ ェットコスターに乗 る 一1列 につ らな り、先頭のものが リ

ー ダーにな り
、高 くな った り低 くな った りして走る。速度に も変化

をつ ける。(高 いと きはゆ っくり、低 いときは思い切 り速 くした。)

(5)空 想 や想像を友だちと話 し合 って役割分担 をきめ、動 きに表現 しようとす る。

話 を作 り、その筋にそ って登場す るものを考え、役割を分担 してグルー プでそれぞれ まとまっ

た表現 を考える。

(4)助 言 によって、動 きや空聞の使 い方などが多面的になる。

例えば、雨や雪 は空間をやたらに走 りまわ る表現 であ った ものが、 「足 の動か し方 を くふ うし

て ごらん」 とい う教師の助言 で、け り足、 スキ ップ、片足 とび(2拍 子、動作)バ ランスなど動

作に変化がでて くる。空間の使 い方 も助言に よって線か ら円、円か ら自由方向へ さらにまた横

隊にならぶなどの動 きが でてくる。 この ように空間の使い方や動 き方は、 幼児の 自由性にばか り

任せておいたのではある程度以上 の発展はみ られないか ら教師の助言が大切 である。

(5)曲 の 中の リズム、強弱 ・高低 ・速度な どをパ ターンとして とらえて ・それ を動 きにあらわそ う

とする。

その曲の優美 さ、軽やか さ、重 々しさ、寂 しさなどの感 じを とらえて、その感 じを動 きに表現

しようとする傾 向があらわれる。

2リ ズ ム指 導 の観 点

ω 創作的表現のテーマは、幼児が身近に経験するもの、または幼児が想像しやすいものを選ぶ。

② 幼児の創作的表現の方向を予想して、それを助長するような話 し合いや今までに習得した基礎

的な動きなどを思いださせて活用させる。

③ 友だちと話 し合って表現を考え、くふうする方向へ導びく。

個々の表現をくふうさせるとともに、グループでの表現が効果的である場合は、その話 し合い

や動 きにっいて助言する。

(4)幼 児のづメージにあった伴奏曲を用意する。
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う ま と め

考えた こと感じたことを動きに表現する場合、5才 児では何かまとまった表現にしようとする傾

向があるので、できるだけテーマのある題材を与えたい。次に創作的表現の指導上の留意点をあげ

ると、

(1)テ ーマを決めるときは各幼児の発想を尊重しなが ら表現に適する内容を選ぶ。

発言の活発な幼児のかげにかくれた消極的な幼児の考えをもひき出しながら個々の幼児の夢や

希望が生かされるように配慮する。

(2)グ ルニプ指導については、グループ成員の動向に注意 し、また各グループの表現能力にかたよ

りのないように指導する。

グループ成員の人間関係に留意し、 リーダーが固定した り、その発想をメンバーにおしつけた

りすることのないよう助言をする。また各グループが均等にのびていくために、着想のおもしろ

い幼児、発言の活発な幼児を起用することも時には大切である。

(5)各 グループの表現を観賞させる。

観賞にあたっては、各グループの成員が協力して1つ のまとまった表現をしているか、空間的

に全体的な構成の美 しさを表現 しているか、テーマの内容が如実に表わされているかなどにっい

て話 し合わせる。

(4)伴 奏は表現にあったものを用いる。

既成の曲の中から選曲しても即興的に作った曲でもよい。既成曲をもちいてそれから幼児のイ

メージをひき出す場合は、あらか じめ幼児たちにその曲を十分聞かせ、曲の長 さ、 リズム、感情

などを十分把握させたのち、動きを考えさせる。また幼児に交代で打楽器などを打たせるのも効

果的である。

(5)動 きの表現に関連性のある他の領域(健 康、社会、 自然、言語、絵画製作)の 指導と相まって

さらに表現活動を展開させるように留意する。

次に創作的表現の指導事例a,b,eを 掲げる。

事 例Aお ・山 へ 診 りた ふ うせ ん

・ 題材 をとりあげた理由

例年運動会 には、幼児たちが花の種をつけたふうせんを空にあげる。色 と りどりの ふうせんが遠

く他県の幼児に拾わ れて、 その種が花 を咲かせた とい う実際の経験は、非常に印象強 く楽 しい夢を

育 てて くれ る。その経験を生か して、 とんでい ったふ うせんについてみんなで話 し合 ってズ トーリ

ーを作 り、それ を表現させ よ うとした。

.話 のあ らす じ

こぐまの コロちゃんは、ヘ リコプターにた くさんのふ うせんをのせて とびたちました。ふ うせん

の下 には、花 の種がつ いてい ます。 これを山のお友だ ちにあげた らきっとまいてくれるで しよう。

そ した ら、 お山は花でい っぱ いになって どんなにす てきで しょう。
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① ヘ リコプターは快調に とびました。 山の上 までとんでた くさんの ふうせんをまきました。ふう

せん は、ふわ りふわ りとゆれなが らお りていきました。

② 地 面にお りてゆれていると、雲が でてきて急に雨が降 り出しました。ふ うせんは雨に うたれて

そのま 、すぼんで しまいました。

③ やがて雨があが った頃、 りすがや ってきて 「これはなんだろ う」 とひっぱ ってみ ました。ふう

せんは伸びて りすが手 をはなすとパチ ンとちぢんでしまいました。 「ああ、 これはお もしろい」

りすは愉快 にな って、 も う一度 ひっぱ ってみ ました。 ぐん ぐんのびていきます。手を離す と、今

度 は前 よりも強 くはねかえ.っては じきとば され ました。おどろ いた りす は、大あわてで林の中へ

逃げていきました。

④ 風が強 く吹いてきて、ふうせ んは野原のまん中へ集 まりました。 そこへ青虫が遊びに来 て、楽

しそ うに 日なたぼ っこをはじめました。ふ うせ んをみつけて 「何だろ う、ぼ くたちのお うちへ運

ぼう」 と、言 って運 んでいきました。

⑤ 残 ったふ うせんは 「誰 か早 く花の種をみつけ てくれ るといいのにな あ」 と思いなが ら待 ってい

ると、 こと りがや って きて 「おや、 こんなところにふ うせんが あるよ。 お一 い、み んなおいで よ」

と友 だちを呼び ました。

⑤ 山の動物がおおぜい集 まりました。 ことりが ふうせ んを吹きました。そのたびにふ うせんは、

だんだんふくれていきました。山の動物もおもしろそ うに眺 めて いました。
　

ことりが最後 に力いっ、ぱい吹 くと パー ン"大 きな音といっし ょに破裂 して しまいました。見

ていた動物 もび っくりしてひ っくり返 りました。

⑦ その とき、 よく見ると、破れたふうせんの下には、 お花の種 がついてい ました。 「これ はいい

ね。みんなでお山に まこうよ。」と、 いって種をわ けました。ふ うせんは喜び ました。 きっと春

には、お山いっぱいに花が咲 くで しよう。

指導上 の留意 点

1.導 入

イ、運動会 の経験を話 し合い、とんでい ったふ うせんについていろ いろ と空想 させ、みんなの夢

を より豊 かなものへと導 く。

ロ、ふ うせんを室内でとば し、遊ぶ うちにふ うせんの性質、ふ くらみ方、 ゆれ方 などに気 づかせ、

ふうせんに興 味を持 たせる ようにする。 ・

ハ、ス トー リーを作 っていく場合、幼児 の話 題の中か らできるだけ変化があるような登場 するも

のを選 んで い く。

2.動 きの表現

イ、幼児個 々の発想に よって夢 を十分生 かし、 自由表 現を楽 しませ る。

ロ、動 きに変 化をもたせるために、2～5人 組 になって くふ うさせる。4才 児の集団で の表現は、

個 々の動 きが主体 となるが群 と して同時 に行動 させる場合は、ある程 度教師 の助言が必要であ

る。

ハ、登場する ものの個 性を生 か して特徴 のある動きを表現 させ る。

二、群の集 ・'散、緊張 ・弛緩 などの動 きが表現 しやすい ように空間を十分にと らせる。

3.役 割分担

イ、各 自の希望 に よって 自由に役割につ くが、人数 の配 分については動 きやすい程度 のグルー プ

にわかれ させ る。

ロ、お互 いに役を交代 し合 って表現 させ る。
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幼 児 の活 動

・ヘ リ コ プ タ ー が

とぶ

・ふ うせんがお り

る

・雨がふ る

・ふ うせんがすぼ

む

・り す が く る

ふ うせ んをひ つ

ぱる

手をはなす

逃げる

風がふ く

主 な 動 き

走 る

腕をまわす

連手してまわる

ハ フ ン ス

歩 く

す り 足

両手のあげおろし

両足屈伸

しゃがむ

たおれる

走 る

首をふる

引 く、 引かれ る

走 る

両足とび

す り 足

リ ズ ム

リズ ム パ タ ー ン

∫m.「 兀 」

2

JJJ

Jl月1

∫丁刀 」丁刀

刀刀 欄JJJ～

∂

JJJコ

強弱高低速度

だんだん高く

だんだん低く

だんだん低 く

だんだん速 く

だんだん遅 く

だんだん低 く

速

速 遅

空 間 の 使 い方

自分の周囲をまわる

縦 隊

上下の動き

自由方向へ移動

左右の動 き

2・3人 組

横隊前進

自由方向へ移動

軸 回 転

一列縦隊

自由方向へ移動

前進、 後進
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ね ら い

・ふ うせんは、ヘ リコプターに

連なってふ りお とされない よ

うじょうずに走 る6

・伸びた りしゃがんだ りしなが

らお もしろ く走 る

・ふ うせんが、ゆれなが ら楽 し

そ うにお りる動 きを くふ うす

る。

・リズムパ ターンのちが いをき

きわけ る。

・で きるだけ小 さくな り
、すぼ

んだ感 じを出させる。

・23入 で リズムに合 わせて

ひろが る動作 をくふ うする。

・りすとふ うせんの呼応動作 を

楽 しませる。

・おどろいて逃げ る表現 をくふ

うす る。

・ぶつか らないように集 まる。

・個 々のふ うせんか ら集 って、

指導上の留意事項

・みんなが連な って走 るように

ヘ リコ プターの伴奏 の速度に

気 をつけ る。

・2拍 子 のバランスでもよい
。

・手 やか らだ全体で
、 雨のふる

様子 をいろいろくふ うさせる。

・高 一低へと除 々に小 さくなれ

る よう伴 奏に留意す る。

・お互 いにぶつ からないように

助言する。

備 考

ト

翻
oO

ズP勃

バ バ

罰

/9、
ノζ 乍

○

畝
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伴 奏

ピアノ伴奏曲

は、 「動きの

リズム」作 曲

編に掲載

P37

,58

P58

,59

P39

P40

P40

P40



幼 児 の 活 動

・青虫が くる

日向ぼ っこをす

る

ふ うせ んをみっ

ける

ふ うせんをは こ

ぶ

・こと りが くる

ふ うせ んをみっ

けて友だちを呼

ぶ

ふうせんを吹 く

ふくらむ

破裂する

種をみっける

・歌を歌 う

・話 し合 う

主 な 動 き

腕立て腹ばい

仰臥 ころがる

両手両足の屈伸

は こぶ は こばれ

る

ス キ ッ フ

しゃがむ 立つ

のび上がる。ひ ろ

がる

ジ ャンプ たおれ

る

リ ズ ム

リズ ム パ タ ー ン

∂

0

月 ∫コ」コ月

ことり ∂ _

ふうせん 慨 ∂

強弱高低速度

低

だんだん高 く

空 間 の使 い方

腕立て前進

定位へ移動

自由方向へ移動

群の集散

連手 して後進

自由方向へとぶ

円心に向って走る

群 一 集
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ね ら い

大 きいふうせんを群 として表

現 させる。

・楽 しく表現す る。

・みんなで協力して動作する

・呼応動作を楽しむ

・みんなで破れ ない ようにひろ

がる形 を くふうする

・破裂 した ときのお もしろさを

力いっぱいとび 上 って表現す

1る 。

・よろこびの表現をする。

・友だちや 自分の動きについて

感 じたことをすなおに話す

指導上の留意事項

・群としての移動に気づかせる

・破裂レたときは機敏に動作を

させる。

・よか った点、困 った点な どに

つ6て 話 し合わせ る。

備 考

『D、

Ooc

OO

σ8≧ 。

隣搬
ち

c・・Oc/
o
()(∫)ノe

。
,?・軟〆

ノブ

呼応する
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伴 奏

P41

P42

P42

P42



事 例B「 種 っ 子 の冒 険」

・ 題材をとりあげた理由、

「種 っ子の冒険」というテーマを提供 し、幼児たちのいろいろな経験や社会への関心ひきだしてま

とめ1つ の話を構成させた。

幼児たちの実生活から生まれた話題であるため、幼児自身の表現が容易である。そこでグループ表

現の初歩としてこの題材をとりあげた。

.話 のあらすじ

④ お花畑に雌きれいな花がたくさん咲いていました。やがて秋風が吹いてきて、花は1つ づつしお

れていきました。そして中から元気なたねっこがとびだしました。たねっこたちは好きなところべ

飛んでいっていろいろなものを見てきました。

(以 下はたね っこが何 を見てきた かについて幼 児た ちに話 を作 らせた。その例をあげる)

②Aグ ルー プは山へ行 って きました。

雪が い っぱ いつ もった山では元気な子 どもたちが、雪投げ、 スケー ト、 スキーなどで楽 しく遊ん

でいました。

Bグ ループは野原へ行 ってきました。

草 む らには虫がか くれていて子 どもたちが近づ くとパア ッと逃げました。子 どもたちは じょうず

に虫をつか まえました。

また池のそばには牛が いました。池か らとんで出たかえるの子 どもは、牛を見 てび らくりしまし

た。大急 ぎで家へ帰 って、おと うさんかえるに知 らせ るとおとうさんかえるは牛の まね をしておな

かをふ くらませ ましたが、あまりふ くらませすぎてと うと うパンクして しまいました。

cグ ルー プは町へ行 って きました。

広場では子 どもた ちが、 まりつ きをした り、なわとび、三 輪車な どで遊んでい ました。

Dグ ループは ロケ ットの発射基地へ行 ってきました。

ロケ ットあ組立てが始 まり夫 きな ロケ ットがで崇 まLか.ぎ っ矛 ぐ垂 り♂ん で月へ行 きました。

月では何 でも軽 くなるというので、歩 いてみた り、 とんでみた りしま した。

③ いろいろな ことを見てきたたね っこは、 またもとの花 畑に集 って見てきたことを話 し合 って、楽,

しみま した。それか ら、 その楽 しい思い出を胸に抱いて、春 まで ぐっす り眠 りました。

.飢 、指導上 の留意点

1.導 入

幼児の経験 を絵や話 に表現 させ、その発表の中か ら幼児たちとの話 し合いによ って動 きに表 現し

やすい内容 を遊ぶ。

2動 きの表現
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全 員に いういうな内容を動きに表現 させ る。 自分が表現 を楽 しむ だけでな く、他 の人に よ くわか

るように動 きを作 らせる。

5.グ ルニ プ別の練習

表現 したい場面 を選ばせ・人数の調整を してグルー プわけをす る。1グ ルー プは5～6入 程度 と

す る。
、

.グル学プごとに表現を考え練 習 させ る。教師は各グルー プごとに 助言指導する。

41「 発 表

各 グル ープの表現が一応 まとまった ら、グルー プ別に発表 させる。他の グループの もの は観 賞し

批評す る。

・ 備 考

他のクラスの友だちに見せて、動 きあで てもら う経験を もたせるとよい。 またジ ェスチ ャー遊び

などに発展 させてもよい。
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幼 児 の活 動

・たね っこが舞台一

面にひろが る。

・花が咲 いている

・秋風にゆれてだん

だんしぼむ

・たね っこが とびだ

す

Aグ ルー フ

雪遊び

・雪投げ遊 びをする

・スケー ト遊びをす

る

・スキーをする

Bグ ル ープ

野原 の様子

・虫とりの子 どもた

ち、虫の動 きをす

る。

・かえるの こどもが

で てくる

・うしがでて くる

・か えるはび っくり

して家へ とんでか

える。

主 な 動 き

スキ ップ、両足 と

び

まわ る

連手 して まわ る

ノ・フ ソ ス

腕 をふる

しゃがむ'

ス キ ップ、両足 と

び

投 げる

走 る

し ゃが む

すべ る

す り足

片足で まわ る

スキ ヅプ、両足と

び

走 る、 しゃがむ

かえ るとび

四脚 で歩 く

腕を まわす

しりもちをつ く

と ぶ

リ ズ ム

リズ ム パ タ ー ン

刀 月刀 丹 」 ∂

JJJ

J。

。 ∫∂.

ラ

∂ 、1

。關lJ蕊 「コ。

∂ ∂

JJ∬ 刀∫り」

。UJ。i∂

∂ 」 δ

」∴リ

強弱高低速度

だんだん遅 く

低 一 高

アクセン ト

強 一 弱

弱

遅い動き

速

強

空間の使い方

自由方向へ移動

群

2～5人 組

自分の周囲をまわる

上下、左右の動き、

だんだん低く

2グ ル ー プでの対応

動作

円にな りた り線にな

ったりする

軸回転

自由方向へ移動

上下の動き

自由方向へ移動

かえるのまわ りをま

わる

一列縦隊で移動

移 動
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ね ら い

・3拍 手 をとらえて 自由に花の

表現 をす る。

・曲の速 さにあわせ て動 く

・たね っこが とび出す動きを各

自くふ うす る。

・曲にあわせて対応動作を楽し

む

・友だ ちの動 きを見 る

・虫がか くれている時 はで きる

だけ小 さくなる

・つかまえた時 の喜びを表現す

る。

・かえるが うしを見てび っくり

した様 子の表わ し方を くふ う

す る。

指導上の留意事項

・曲の終 りで グループにな り花

の表現 をす る。

・大 きい花、小 さい花な どの表

現を グルー プで考え させる。

・花が しぼむ ところは ピアノの

強 さ、速 さを考える。

'

・2つ の グルー プの間隔が適 当

な距離を保つ よう指導する。

・スキー とスケー トの動きのち

がいな どをテレ ビ、写真 など

で観察 させる。

・強弱 の表現 をはっきりさせる

・童話のおもしろさを話し合い

どの部分を表現すれば効果的

かなどについて助言する。

備 考

全 員

歌 「たね っこ」

Aグ ルー プだけ

が舞台に残 りB

C・Dは 歌 とい

っしょに退 く。

友だちに何を見

て きたか をあて

て もらう。

AとBは 歌の間

に入れかわ る。

聾

「かえるのおと

うさん」

伴 奏

ピァ ノ伴奏 曲

は 「動 きの つ

ズ ム上作 曲編

に掲載

P43

P45

P44

P44

P45

P45

P45

P46

P46

P47

P47
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・か えるのお とうさ

鱒 おな雛 ふく

らませ る。

・こどもは 「いいえ、

もっと大 きい」 と

手 をふる。

・かえるのお とうさ

んのおなかがパン

クす る。

Cグ ルーフ

町の子 どもの遊び

・ま りつ きをす る

・なわ とびをす る

・三輪車 にの ゐ

Dグ ループ

宇宙旅行ゐ様子

腹をそ らせ る

手、首をふ る

うしろに し りもち

をつ く

スキ ップ、両足 と

び

つ く

しゃがんでとぶ

両足 とび

片足とび

ギ ヤ ロ ツ プ

ホ ツ フ

走 る

ナ よ

」丁口 」丁刀

>
o

JJ∂

JJJJJ∂

JJ

」」島 ♪

月 」 月1

一
.84一

遅

だんだん遅く

速

だんだん強く

強いアクセン

ト

高 一普 一低

だんだん高く

強 弱

だんだん速 く

定 位

散

上下の動き

2人 組

回転

2人 の子どもがなわ

をまわして順にとぶ 、



・かえるのおと うさんとこども

の動 きをユーモ ラスに表現す

る。

。ま りとこどもにな って 自由に

リズ ミカルに動 く。

・なわを持つ子 ども、 とぶ子 ど

もが同 じリズムで呼吸をそろ

えて動 く。

・2～5人 で三 輪車 を表現する。

・二 列にな らび、 まりの こども

は前 列で動かせる。

・高 く、 低 く、強 く、弱 く、速

く遅 くなどまりをつ くこども

に くふ うさせ る。

・グルー プがそろって動けるよ

うピア ノの速度に気をつけ る。

友 だちに動 きを

あてて もらい歌

の間にCと 入れ

かわ る◎

歌 「たね っこ」

友 だちに動 きを

あててもらい歌

の間にDと 入 れ

かわ る。

歌 「たね っこ」

P47

木 魚 、 ウ ッ ド

ブ ロ ッ クな ど

を た た く。

P47

'

]⊇48

P48
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・ ロケ ッ ト組 立 て

・秒 よみ

・ロケ ットが発射

して宇宙をとび

まわ る

・月に着陸する

●肋 琴面を遊歩

す る

・ジ ャ ン プす る

●ロケ ッ トに の っ て

塊球に帰る

・もとの花畑に も

どる。

腕をまわす

屈 伸

ねじる

屈 伸

走 る

ひざを高くあげて

歩 く

と ぶ

走 る

手をふる

連手して歩く

ひざを立てて屈伸

ノ、フ ン ス

ギ ャ ロ ッ プ

JJ」 」

∂

o

∂.

　

JJJJ

ラ

JJJ

∂.
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アクセン ト

だんだん強 く

だんだん速 く

一速一だんだ

ん遅 く

弱

アクセ ン ト

軸回転

上下左右の動き

前後左右へ移動

一列縦隊で線にな

ったり円になった

りする。

自由方向へ移動

一列縦隊で移動

大半円、小円を作

る

上下の動き

円心に向って前進

後進

円周に沿って

ギャロップ



・機械の動 きや金属の感 じをい

ろいろな リズムで表現する

・ア クセン トに留意 して、 なめ

らかでない動 きを考える

・みんなで ロケ ットを構成

す る。

・無重力で歩 く様子をとらえる

・不安な感 じを動 きに表現する

・フ ィナー レのお どりをダンス

風にみんなで まとめる

3拍 子 にの って美 しくお どる。

・個 々の リズムが、ちが う場合

もあるので伴 奏を くふ うする。

・打楽器 なども伴奏に利用する。

・ロケ ットが広 い宇宙を とびま

わ るので動 きが小 さくな らな

いように助言する。

・終 りは リズ ミカルな形をきめ

た動 きで終 ってもよいし、静

かにねむ ってもよい。

友だちに動きを

あててもらう

歌にあわせて全

員がでてくる。

P48

P49

P49

王)50

P45

787一

奮



事 例 「宇 宙 探 検 」

・ 題材をとりあげた理由

最 近、宇宙についての関心が高 まり、 その探究は人類の夢 とな っている。幼児 たちもニ ュー スや

漫画の影響を受けて宇宙探検にはて しない夢 を抱 いている。 この未知 な世界に対する興 味を全身で

表現 させたいと思 う。

.話 のあ らす じ

宇宙探検 をするには、何に乗ってい くか、 どんな服装 を して いくか、 大空に またた く星 には どん

なものがいるだろ うかな どを、幼児に想像 させて発表 させなが ら話 をまとめる。以 下はその一例で

ある。

① 宇宙探 検用の ・ケ ットを組立てる。

ピス トンや歯車な どの機械を動か しながらロケ ットを作 りました。 さあ、 みんな宇宙服 を着て

ロケ ットに乗 りこみ ましよう。

② 地球 を出発 して宇宙を飛び、星群 に逢 う。

ロケ ットは勢 よく地球 を出発 しました。 ビュー ンと早 く飛んだ り、雲の中をゆ らゆ ら進んだ り

しています。

おや、た くさん の星が 見えて来 ました。星はかたまった り、離れた りしてとてもきれいに輝い

てい ます.そ んな きれいな星の中を通 りすぎて、 ロケ ットは また、 ぐん ぐん飛んで いきました。

⑤ 宇宙ステーシ ョンに至膳 して休む。

ロケ ットは宇宙ステーシ ョンに着 きました。宇宙 ステー ションは円盤の ような形 を してぐるぐ

る廻 っているのです。 ステーシ ョンの中では、人間は地球にい るときと同 じように歩け ますが、

ステー シ ョンの外 へ出るとふわふわ浮いて しまうのです。 ここで機械をみがいた り 、ステー ショ

ンの外へ 出て、散歩 した りして暫 らく休み ました。

④ 宇宙ステー ションを出発 して飛行、ある星に到着 し、宇宙植物を見る。

またロケ ヅトに乗 って出発 します。 ぐん ぐん早 く飛んだ り、ぐるぐる廻 った りして飛 んでいき

ますと・大 きな星に着 きました。 ロケ ットが降 りて休 んでいると、まわ りには宇宙の花や木がゆ

らゆ らゆれて踊 っていました。宇宙の花や木は、へびの ように くにゃ くに ゃしたり、海 のた この

ように手や足がた くさん 出た ようなのや、 とて もお もしろい格好で した。

⑤ 宇宙動物に逢 って戦 う。

さあ・星の中を探 検に行 きましよう。暫 らくい くと宇 宙動物が 出て来 ま した。怪獣です。 ピピ

ー ッ ピピー ッと電波 を出 してい ます
。 こち らも電波 を出 しました よ。両方で さぐ りあいを して

います。

あ っ 怪獣が攻め よせて来 ました。地球人はどんどん うしろへ さが っていきました
。
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負けては大 変 ヒ ューンとカーぽ い薬 を吹きつけ ました。そ して とうとう宇宙の怪獣 は溶けて

しまいました。

⑤ 宇宙人が 出て来てパーテ ィを開 く。

宇 宙人が 出て来 ました。宇宙人は、地球人が怪獣 を退治 してくれたので喜 んでパーテ ィを開 い

てくれました。 そ しそいっしよに楽 しく遊 びました。宇宙の花や木 は楽 しい踊 りを見せてくれま

した。

⑦ ロケ ツトは地球へ向 って出発する。

宇宙人 と別れて地球に帰を時が来 ました。 さあ ロケ ットに乗 り込 んで元気 よ く出発です。宇宙

入が見送 って くれ ます。そ して星はだんだん遠 くな って見えな くな りました。

.指 導上の留意 点

1.導 入

イ、幼 児たちに知 っている宇宙童話や想像 した ことを発表 させな が ら、動 きの表現 に適 した話に

まとめてい く。

ロ、そ の話 のすじにそ って個 々の幼児の イメージを共通 の」はに導 くために ごっこ遊や、絵に表

現 させた りする。

2動 きの表現

イ、地球上の人物や機械 と、宇宙の生物 との感 じの違 いをくふ うさせ、対象的な表現 をさせる。

ロ、個 々の幼児 の想像 を自由に動作で表現 させなが ら、動 きのパターンやアクセン トな どを選択

させ る。

ハ、群舞 としてのくふ うをさせ、直線 と曲線の構成や、群の移動、呼応動作な どのおもしろ さに

ついて助言す る。

二、話の内容にそ って一連の動 きに表現を まとめる ときは、伴奏 曲にの って楽 しく表 現で きるよ

うにする。

5.役 割分担

イ、すべての幼児が役割の特色 を十分知 ってか ら、 自分のな りた い役 を選ばせる。

役割 …… ロケ ッ ト(地 球人)星 群 宇宙ステー シ ョン 宇宙植物 宇宙動物 宇宙入

ロ、全体的な構成は、設備 や発表 の場(運 動場、舞台)な どの 目的に応 じて人員構成を調整す る。

.指 導 例

展 開

第1次 話 をつ くる

第2次 話の内容にそ って ごっこや絵に表現 させる。

第3次 す じに伴な う動 きを、それぞれに考え させ表現 させ る。
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第4次

第5次

第6次

第7次

第8次

動 きを見せ合 いなが ら、望 ましい表現につ いて話 し合わ せる。

グループを作 り、 グルー プとしての動 きをくふ うさせる。

各 グルー プの動 きを観 賞させ、批評 し合わ せて、 よい表現 をくふ うさせ る。

全体をまとめて表現 させ る。

他の組に も表現を見せる。(発 表 会)
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後 記

5ケ 年にわたる私どもの研究の概要を一応 まとめて集録 しました。

顧みますと、研究は園舎の新築移転、環境づくりと平行して続けられましたために、卒直にいって

相当の負担でございました。しかし幸い本学文学部の土谷助教授、地主助教授の懇切なご指導を頂く

ことができ、全職員が一致協力してことにあたりましたので、今 日の成果を見ることができました。

私どもは、 この研究成果をふまえ、さらに明日に向か って前進を続けたいと存 じておりますので、

皆様方の忌揮のないご批判を賜りたいと存 じます。

なお、この研究紀要1と 同時に発表しました研究紀要 Ⅲ動きの リズム作曲編、動きの リズム参考曲

編をも合わせて、研究の全貌をご覧頂きたく存じます。

最後になりましたが、ご指導 ご協力を賜 りました土谷 澄先生 地主忠雄先生ならびに、前園長

横田俊一先生に深謝いたします。

工Q調 査ならびに 「動きの リズム」調査検定は奈良女子大学文学部教育学科,体 育学科学生の協力

を得ました。

昭 和43年2月

奈良女子大学文学部附属幼稚園

幼 年 教 育 研 究 会

会 長

会 員
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